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本マニュアルで使用している図は、特に記載ない限り、one-piece タッチパッド付きの Lenovo G560 
です。 



お客様へ

このたびは、 Lenovo 製ノー トパソ コンをお買い上げいただき、 ど う もあ りがと うございます。 
本製品をお使いになる前に、 このユーザーガイ ド をよ く読んで ください。

モバイルコンピューティ ングのニーズに  Lenovo を選んでいただき、 心から感謝いたします。 
新しいコンピュータをすぐ使えるよ う になるために、 このユーザーガイ ド を用意しました。 こ
のマニュアルで、 システム構成、 基本操作の説明、 重要な注意事項についての情報を提供しま

す。 当社では、 ミ スをな く し、 本マニュアルの情報が正確で信頼できるものとなるよ う最善を

尽く してお り ます。 しかし、 ユーザーガイ ド のページが限られているため、 すべての ト ピッ ク

について詳細に説明する こ とはできません。 省略されている事項がある と思いますが、 ご了承

ください。

当社では、 製品の性能と信頼性を改善すべ く常に努力してお り ます。 このため、 ユーザーガイ

ド記載のハー ド ウェアと ソ フ ト ウェアコンポーネン ト は、 ご使用のシステムと完全に一致しな

い場合があ り ます。 ただし、 ユーザーガイ ド の記載とご使用のコンピュータの操作に相違が

あっても、 ご使用に大きな支障はあ り ません。

ど うぞご理解とご協力をよろし く お願いいたします。



ハー ドディスク容量に関する説明

お客様へ

コンピュータをご利用になる とき、 公称のハー ドディ スク容量と、 オペレーティ ングシステム

で表示されるハー ドディ スク容量が若干異なる こに気付く こ とがあ り ます。 たとえば、 公称で

は 40GB のハー ドディ スクについて、 オペレーティ ングシステムでは 40GB よ り も少ない容量

が表示されます。 この不一致は、 ハー ドディ スクの取り付けやその他に問題があるわけではな

く 、 コンピュータの通常の現象です。 この現象は、 主に、 次のよ うな理由によ って生じます。

I. ハー ドディスク容量を算出するときにメーカーが使用する基準とオペレーティング

システムが使用する基準が異なる

ハー ドディ スク メーカーは、 基数と して 1000 を使用します (1 G = 1,000 MB、 1 MB = 1,000 KB、
1KB = 1,000 バイ ト ）。 しかし、 オペレーティ ングシステムがハー ドディ スク容量を示すときに

は、 基数と して 1024 を使用します (1 GB = 1,024 MB、 1 MB = 1,024 KB、 1 KB = 1,024 バイ ト )。
お客様のコンピュータでは、 ハー ドディ スク メーカーの基準が採用されています。 ハー ドディ

スク メーカーの基準オペレーティ ングシステムの基準が異なるため、 オペレーティ ングシステ

ムで表示されるハー ドディ スク容量は、 公称のハー ドディ スク容量は異なるものにな り ます。

たとえば、 公称のハー ドディ スク容量が X G である場合、 ディ スクが空である ときでも、 オペ

レーティ ングシステムで表示される容量は以下のよ う にな り ます。
X × 1000 × 1000 × 1000/ (1024 × 1024 × 1024) ≈ X × 0.931 G

ハー ドディ スクの一部が特定の目的に使用されている場合には、 オペレーティ ングシステムで

表示される容量は X × 0.931 G よ り も小さ く な り ます。

II. ハー ドディスクの一部が特定の目的に使用される

Lenovo コンピュータには OneKey Rescue システムがあ らかじめインス ト ールされているた

め、 ハー ドディ スクの特定部分にパーティ シ ョ ンが設定されている場合があ り ます。 このパー

ティ シ ョ ン部分は、 ハー ドディ スクの ミ ラー リ ングと  OneKey Rescue システムのプログラム

フ ァ イルに使用されます。 このパーティ シ ョ ンに予約される領域サイズは、 コンピュータのモ

デル、 オペレーティ ングシステム、 およびソフ ト ウェアによ っ異な り ます。 安全のため、 この

パーティ シ ョ ンは表示されません。 一般に 「隠しパーティ シ ョ ン」 と呼ばれます。

また、 ハー ドディ スクのパーティ シ ョ ン作成やフ ォーマッ ト を行う と、 システムフ ァ イル用に

一定量のハー ドディ スク領域が割り当てられます。

これら の理由によ り 、 オペレーティ ングシステムで表示される利用可能なハー ドディ スク領域

は、 常に、 コンピュータの公称のハー ドディ スク量よ り も小さ く な り ます。
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重要な安全上の注意
重要な安全上の注意  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ こには、 ノー トブッ ク コンピュータを安全にご使用いただ く ための情報が記載されています。

コンピュータに付属の説明書の記載事項に従い、 説明書は保管して ください。 本書記載の内容
によ って、 お客様のご購入契約の条件や 「Lenovo 保証規定」 に影響する こ とはあ り ません。 詳

細については、 49 ページの 「付録 C ： Lenovo 保証規定」 を参照して ください。

はじめに読んでください

パーソナルコンピュータは電子デバイスです。 電源コー ド 、 電源アダプタ、 その他の機構によ

り 、 と く に誤用した場合などに、 危険な状態が発生し、 けがや物的損害が発生する こ とがあ り
ます。

安全上の リ スクは以下のよ う に分類します。

危険 :

物理的傷害が生じた り 、 死亡に至る場合もあ り ます。

注意 : 

資産の損傷や軽い傷害を起こすこ とがあ り ます。

危険から身を守り 、 安全なコンピュータ作業環境を作るために、 以下の説明に従って くださ

い。

梱包を開く

コンピュータや AC アダプタのカバー、 特に以下のラベルが添付されている部分に亀裂や

損傷がないか調べます。

危険 :

• このラベルが貼られているコンポーネン ト の内部には、 危険な電圧や電流が流れて

います。

作業場所

お風呂場など湿度の高い所でコンピュータを使用しないで ください。

コンピュータやその他の部品が濡れないよ う にして ください。

危険 :

• 液体をこぼすと、 感電する こ とがあ り ます。

�

�

�

�
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重要な安全上の注意
雷雨の際はコンピュータを使用しないで ください。

注意 : 

• 雷雨によ り コンピュータが損傷して、 感電する こ とがあ り ます。

コンピュータその他の部品の換気をよ く して ください。

危険 :

• 動作中のコンピュータやその他の部品をベッ ド 、 ソ フ ァー、 その他やわらかい表面

に置く と、 換気スロ ッ トが塞がれ、 コンピュータやその他の部品が過熱した り 、 火

災を起こすこ とがあ り ます。

病院や空港など、 干渉を生じるおそれのある場所では、 無線デバイスを切って ください。

正しい使用手順

コンピュータ同梱の電源コー ド 、 電源アダプタ、 バッテ リパッ クのみを使用して くださ

い。
他の製品付属のこれらの装置は使用しないよ う にして ください。

設置する製品に正しい電源と電流を供給する、 コー ド に適したコンセン ト を使用して くだ

さい。

危険 :

• 電源が適切でないと、 コンピュータが損傷し、 感電や火災を生じる恐れがあ り ま

す。

損傷や腐食のあるコンセン ト 、 電源コー ド 、 電源アダプタ、 バッテ リパッ クは使用しない

で ください。

電力消費の大きい家庭用または商用機器に使用しているコンセン ト と同じ コンセン ト を使
用しないで ください。

電源タ ップを使用する場合は、 電源タ ップの定格値を超えないよ う にして ください。 パチ

パチ、 シュー、 ポンポンといった音、 または強い異臭がコンピュータから発生する場合

は、 電源コー ド をコンセン ト か ら抜いて ください。

危険 :

• 電源を過負荷状態にする と、 電圧が不安定とな り 、 コンピュータ、 データ、 接続デ

バイスに損傷を与えた り 、 火災を発生する恐れがあ り ます。

電源アダプタやその他の物に、 電源コー ド を巻き付けないで ください。

電源コー ド を締め付けた り 、 挟んだり 、 また、 電源コー ド の上に重い物を置いた り しない

で ください。

注意 : 

• コー ド に圧力を加える と、 コー ド の磨耗、 亀裂、 ひずみが生じ、 危険な状態になる

恐れがあ り ます。

�

�

�
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重要な安全上の注意
手、 ひざ、 その他の身体部分を長い時間にわたって動作中のコンピュータの熱い部分に接
触したままにしておかないで ください。

注意 : 

• 長時間にわた り身体の部分に接触している と、 たとえ服の上から触れている場合で

も、 不快感ややけどの原因とな り ます。

コンピュータの液晶画面 （LCD） を落と した り 、 物にぶつけた り 、 引っ掻いた り 、 その上

に重い物を置いた り しないで ください。

注意 : 

• 損傷した LCD の液晶物質に直接触れる と危険です。 触れた場合は、 15 分以上、 十分

な量の流水で洗って ください。

サービスおよびアップグレー ド

カスタマーサポー ト センターからの指示がない限り、 またマニュアルに記載のない限り 、

ご自身で製品の保守を試みないよ う にして ください。

注意 : 

• いずれの場合も、 お客様ご自身で状態や状況を判断しないよ う にして ください。 詳

し く は、 カスタマーサポー ト センターにお問い合わせ くださ。

Lenovo では、 お客様に取り付けていただ く オプシ ョ ンおよび交換する CRU については説

明書を添付しています。 部品の取り付けまたは交換をする場合は、 説明書に従って作業し
て ください。

設置および構成の手順でと く に指示がない限り、 接続された電源コー ド 、 バッテ リパッ

ク、 およびすべてのケーブルを取り外してから、 デバイスのカバーを開けて ください。

コンピュータがコンセン ト に接続されている状態のときは、 カバーを開けないで くださ
い。

CD/DVD ド ラ イブ、 電源アダプタ、 バッテ リパッ ク、 その他サービス対象外部品のカ

バーを取り外さないで ください。

危険 :

• CD/DCD ド ラ イブや電源アダプタのカバーを開く と、 感電、 レーザー放射、 爆発の

恐れがあ り ます。

�
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
上面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Lenovo G460

注意 : 

• ディ スプレイパネルを  130° 以上に開かないで ください。 ディ スプレイパネルを閉じる時は、

ディ スプレイパネルとキーボー ド の間にペンやその他の物を置き忘れないよ う に気を付けて
ください。 そう しないと、 ディ スプレイパネルが損傷する こ とがあ り ます。

メモ : 本マニュアルに示す図は、 実際の製品とは異なる こ とがあ り ます。 実際の製品を参照して ください。
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
一体型カメラ （一部

のモデルのみ）

ビデオ通信にカメ ラを使用します。

無線モジュールアン

テナ （一部のモデル

のみ）

ビル ト インのアンテナで最適の無線の受信をします。

コンピュータディス

プレイ

LED バッ ク ラ イ ト付きの液晶ディ スプレイは明る く見やすいディ スプレイ

です。

OneKey Rescue シ
ステムボタン

コンピュータの電源が入っていない時に、 このボタンを押して OneKey 
Rescue システムを開きます （OneKey Rescue システムがあ らかじめインス

ト ールされている場合）。

メモ : 詳し く は、 25 ページの 「第 4 章 ： OneKey Rescue システム」 を参照して ください。

電源ボタン このボタンを押してコンピュータの電源を入れます。

Energy 
Management ボタン

このボタンを押して、 Lenovo Energy Management ソ フ ト ウェアを開きま

す。

メモ : 詳し く は、 15 ページの  ｢ Energy Management ボタン｣ を参照して ください。

システム状況のイン

ジケータ

詳し く は、 16 ページの 「システム状況のインジケータ」 を参照して くださ

い。

ビルト イン

マイク

ビル ト インのマイ ク （ノ イズ低減機能付き） は、 ビデオ会議、 ナレーシ ョ
ン、 または簡単な音声録音に使用できます。

One-piece タッチ

パッ ド

左ク リ ッ クボタン と右ク リ ッ クボタンを内蔵した従来のマウスと して機能す
るタ ッチパッ ド 。

タッチパッ ド 従来のマウスと同じ機能のタ ッチパッ ド機能です。

メモ : 詳し く は、 12 ページの 「タ ッチパッ ド を使用する」 を参照して ください。

音量ボタン （一部の
モデルのみ）

このボタンを使用して音量を調整します。

OneKey Theater （一

部のモデルのみ）

OneKey Theater を開いて、 標準モー ド または動画モー ド を選択します。

スピーカー ステレオスピーカーによ り 、 豊かで効果的なサウン ド を楽しむこ とができま
す。
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
左側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Kensington スロッ ト こ こ にセキュ リテ ィ ロ ッ ク （非付属品） を取り付けます。

メモ : 詳し く は、 17 ページの 「セキュ リテ ィ  ロ ッ ク （非付属品） を取り付ける」。

フ ァンルーバー

( 方向板 )
内部の熱を放散します。

メモ : フ ァ ンルーバーはいずれもブロ ッ ク されないよ う にして ください。 そう しないと、 コンピュータが
過熱する恐れがあ り ます。

RJ-45 ポー ト このポー ト で、 コンピュータをイーサネッ ト ネッ ト ワークへ接続します。

メモ : 詳し く は、 20 ページの 「有線の接続」 を参照して ください。

VGA ポー ト 外付けディ スプレイデバイスを接続します。

USB ポー ト USB デバイスを接続します。

メモ : 詳し く は、 18 ページの 「Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する」 を参照して ください。

USB ポー ト または 
eSATA/USB コンボ

ポー ト

eSATA または USB デバイスを接続します。

メモ : 詳し く は、 18 ページの 「Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する」 を参照して ください。

HDMI ポー ト ( 一部

のモデルのみ )
TV やディ スプレイなど  HDMI 入力装備のデバイスを接続します。

メモ : Fn+F3 を押して、 この ノー ト ブッ クまたは外付けディ スプレイを選択するためのディ スプレイデバ

イススイ ッチのインターフ ェースを開きます。

ExpressCard® ス
ロッ ト ( 一部のモデ

ルのみ )

こ こ に ExpressCard デバイスを差し込みます。

メモ : 詳し く は、 19 ページの 「ExpressCard/34 デバイスを挿入する」 を参照して ください。

e g hfa b c d

a

b

c

d

e

f

g

h
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
右側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

マイク端子 外付けマイクを接続します。

ヘッ ドホン端子 外付けヘッ ドホンを接続します。

注意 : 

• 大音量で長時間音楽を聴く と聴覚が損なわれる こ とがあ り ます。

光ディスク ド ライブ 光ディ スクを読み取り / 焼付けします。

USB ポー ト USB デバイスを接続します。

メモ : 詳し く は、 18 ページの 「Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する」 を参照して ください。

AC 電源アダプタ端

子

こ こ に AC アダプタを接続します。

メモ : 詳し く は、 11 ページの 「AC アダプタとバッテ リ を使用する」 を参照して ください。

ea b c d

a

b

�

c

d

e
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
前面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

内蔵無線デバイスス

イッチ

このスイ ッチを使用して、 コンピュータ上のすべての無線デバイスの無線のオ
ン / オフを切り替えます。

システムステータス

インジケータ

詳し く は、 16 ページの 「システム状況のインジケータ」 を参照して ください。

メモ リ カー ドスロ ッ

ト （一部のモデルの
み）

こ こ にメモ リ カー ド （非付属品） を差し込みます。

メモ : 詳し く は、 18 ページの 「メモ リ  カー ド を使用する （非付属品）」 を参照して ください。

a b c

a

b

c

6



第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
底面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Lenovo G460

バッテリ ラッチ - 手動 手動のバッテリ ラ ッチを使用して、 バッテ リパッ クを安全に固定します。

バッテリパック 詳し く は、 11 ページの 「AC アダプタ とバッテ リ を使用する」 を参照して くだ

さい。

バッテリ ラッチ - バネ
付

バネ付のバッテ リ ラ ッチによ って、 バッテ リパッ クは所定の位置に安全に固定
されます。

Mini PCI Express 
Card スロッ ト コン

パー ト メン ト

ハー ドディスク ド ラ
イブ （HDD） / メモ

リ /CPU （中央処理
装置） コンパー ト

メン ト

SIM カー ドスロッ ト

（一部のモデルのみ）

モバイルブロー ドバン ド を使用するために  SIM カー ド （非付属品） を挿入しま

す。

メモ : 
• バッテ リパッ クを取り外すと、 このスロ ッ ト に  SIM カー ド を挿入できます。

• 詳し く は、 22 ページの 「モバイルブロー ドバン ド を使用する  ( 一部のモデルのみ )」 を参照して くださ

い。

c

d e f

ba

a

b

c

d

e

f
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
Lenovo G560

バッテリ ラッチ - 手
動

手動のバッテ リ ラ ッチを使用して、 バッテ リパッ クを安全に固定します。

バッテリパック 詳し く は、 11 ページの 「AC アダプタ とバッテ リ を使用する」 を参照して くだ

さい。

バッテリ ラッチ - バ
ネ付

バネ付のバッテ リ ラ ッチによ って、 バッテ リパッ クは所定の位置に安全に固定
されます。

ハー ドディスク ド ラ

イブ （HDD） / メモ

リ /CPU （中央処理

装置） /Mini PCI 
Express Card ス
ロッ ト コンパー ト メ
ン ト

SIM カー ドスロ ッ ト

（一部のモデルのみ）

モバイルブロー ドバン ド を使用するために  SIM カー ド （非付属品） を挿入しま

す。

メモ : 
• バッテ リパッ クを取り外すと、 このスロ ッ ト に  SIM カー ド を挿入できます。

• 詳し く は、 22 ページの 「モバイルブロー ドバン ド を使用する  ( 一部のモデルのみ )」 を参照して くださ

い。

2
1

c

d

ba

e

a

b

c

d

e
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第 2 章 ： 基本を知る
はじめて使用するにあたって - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

マニュアルを読む

コンピュータを使用する前に同梱のマニュアルを読んで ください。

電源に接続する

購入時に同梱のバッテ リパッ クは十分に充電されていません。
バッテ リ を充電し、 コンピュータの使用を開始するには、 バッテ リパッ クを挿入し、 コンピュー
タをコンセン ト に接続します。 コンピュータが AC 電源で動作する と、 バッテ リは自動的に充

電されます。

バッテリパックを取り付ける

同梱のセッ ト ア ップポスターを参照して、 バッテリパッ クを取り付けます。

コンピュータをコンセン ト に接続する

1 電源コー ド を AC アダプタに接続します。

2 AC アダプタを、 コンピュータの AC 電源端子に接続します。

3 電源コー ド をコンセン ト に差し込みます。

電源を入れる

電源ボタンを押して、 コンピュータに電源を投入します。

オペレーティングシステムを構成する

はじめて使用する場合は、オペレーティ ングシステムを構成する必要がある場合があ り ます。構
成プロセスでは、 以下の手順を行います。

• エン ドユーザーライセンス使用許諾契約に同意する

• インターネッ ト接続を構成する

• オペレーティ ングシステムを登録する

• ユーザーアカウン ト を作成する
9



第 2 章 ： 基本を知る
コンピュータをスリ ープモー ド にするか、 シャ ッ トダウンする

コンピュータの使用を終えた ら、 ス リ ープモー ド にするか、 シャ ッ トダウンする こ とができま
す。

コンピュータをスリ ープモー ド にする

短時間コンピュータを離れる場合は、 コンピュータをス リープモー ド にします。
コンピュータをス リープモー ド にする と、 起動プロセスをバイパスしてすぐにウェ イ クア ップ
して使用を再開できます。

コンピュータをス リープモー ド にするには、 次のいずれかの手順を実行します。

• をク リ ッ ク し、 スター ト メニューで 「スリ ープ」 を選択します。

• Fn + F1 を押します。

コンピュータをウェ イ クア ップするには、 次のいずれかの手順を実行します。

• 電源ボタンを押します。

• キーボー ド上のいずれかのキーを押します。

コンピュータをシャッ トダウンする

1 ～ 2 日間、 コンピュータを使用しない場合は、 シャ ッ トダウンします。

コンピュータをシャ ッ トダウンするには、 を ク リ ッ ク し、 スター ト メニューから 「シャ ッ ト

ダウン」 を選択します。

メモ : 電源表示ランプが点滅し始める ( コンピュータがス リープモー ドである こ と を示します ) まで待っ

てから、 コンピュータを移動して ください。 ハー ドディ スクの回転中にコンピュータを移動する と、
ハー ドディ スクが損傷してデータを失う原因になる こ とがあ り ます。
10



第 2 章 ： 基本を知る
AC アダプタとバッテリを使用する  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

バッテリステータスを確認する

通知エリ アでバッテ リ アイコンをチェ ッ ク して、 バッテ リ電源の残量 （パーセンテージ） を確
認できます。

バッテリを充電する

バッテ リ の残量が少な く なった場合は、 バッテ リ を充電するか、 フル充電されたバッテ リ と取

り替える必要があ り ます。

次のいずれかに該当する場合には、 充電が必要です。

• 新しいバッテリ を購入したとき

• バッテリ ステータスインジケータが点滅し始めたとき

• バッテリ を長期間にわた り使用していなかったとき

バッテリパックを取り外す

長期間コンピュータを使用しない場合や、 コンピュータを保守のために Lenovo へ送る必要が

ある場合などは、 コンピュータからバッテリパッ クを取り外します。 コンピュータをシャ ッ ト

ダウンしてから、 バッテ リパッ クを取り外して ください。

メモ : コンピュータのユーザーごとに使用の傾向やニーズが異なるため、 バッテ リ充電の持続時間がどの
く ら いになるかを予測する こ とは困難ですが、 主な要因と して次の 2 つが挙げられます。

• 仕事開始時に保存されているバッテ リ残量

• コンピュータの使用方法、 たとえば、 ハー ドディ スク ド ラ イブへのアクセス頻度やコンピュータ
ディ スプレイの輝度。

メモ :
• コンピュータを使用する時は、 コンピュータ内部に塵や埃が入らないよ う に、 バッテ リパッ クを取り

付けてお く こ と をお勧めします。

• バッテ リ寿命を長くするために、 コンピュータは、 バッテ リがフル充電状態から減っても、 すぐには
バッテ リ の再充電を開始しません。

• 50°F ~ 80°F (10°C ～ 30°C) の温度でバッテリ を充電して ください。

• フル充電やフル放電は必要あ り ません。
11



第 2 章 ： 基本を知る
バッテリを取り扱う

充電式のバッテリパッ クを間違ったタイプのバッテリパッ ク と交換すると、 爆発する危険性が
あ り ます。 バッテリパッ クには、 少量の有害物質含まれています。 怪我をしないよ うに、 そし
て環境を汚染しないよ うに、 以下の点に注意して ください :
• バッテリ を交換する ときは、 Lenovo 推奨品をご使用ください。

• バッテリパッ クを火に近づけないで ください。

• バッテリパッ クを水や雨で濡ら さないで ください。

• バッテリパッ クを分解しよ う と しないで ください。

• バッテリパッ クを短絡 ( シ ョー ト ) させないで ください。

• バッテリパッ クはお子様の手の届かないと こ ろに保管して ください。

• バッテリパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで ください。 バッテ リ を廃
棄する場合は、 地方自治体の条例または規則、 およびお客様の会社の安全標準に従って くだ
さい。

タッチパッ ドを使用する  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 

One-piece タッチ

パッ ド 画面上でカーソルを動かすには、 カーソルを動かす方向に、 パッ ド上
で指先を滑らせます。

タッチパッ ド

下部左領域
従来のマウスの左ボタンに対応する機能で、 この領域をク リ ッ クする
と実行できます。

左ク リ ックボタン この機能は従来のマウスの左ボタンに相当します。

下部右領域
従来のマウスの右ボタンに対応する機能で、 この領域をク リ ッ クする
と実行できます。

右ク リ ックボタン この機能は従来のマウスの右ボタンに相当します。

メモ :
• Fn+F6 を使用して、 タ ッチパッ ド を有効 / 無効にできます。

• 2 本指の操作時、 指定領域を超える と、 タ ッチパッ ドが無効になる こ とがあ り ます。

1-A

2-A 3-A

1-B

2-B 3-B

1-A

1-B

2-A

2-B

3-A

3-B
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第 2 章 ： 基本を知る
キーボー ドを使用する  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

数値キーパッ ド

G460

キーボー ド には、 ( 機能が有効である場合に ) テンキーパッ ド のよ う に動作するキーがあ り ま

す。

数値キーパッ ド を有効または無効にするには、 Fn+F8 キーを押します。

G560

キーボー ド には個別の数値キーパッ ドがあ り ます。 数値キーパッ ド を有効または無効にするに

は、 Num Lock キーを押します。

メモ : 数値キーパッ ドが有効の場合は、 インジケータが点灯します。

Num
Lock
13



第 2 章 ： 基本を知る
フ ァンクシ ョ ン キーの組み合わせ

フ ァ ンクシ ョ ン  キーを使って、 動作機能を即座に変更する こ とができます。 この機能を使用す

るには、 Fn キー  を押しながら、 いずれかのフ ァ ンクシ ョ ン  キー を押します。

各フ ァ ンクシ ョ ン  キーの機能について次に説明します。

Fn +Esc : 一体型カメ ラの電源を入れた り切った り します。

Fn +F1 : ス リープ モー ド に入り ます。

Fn +F2 : LCD 画面のバッ ク ラ イ ト のオン / オフを切り替えます。

Fn +F3 : この ノー トブッ クまたは外付けディ スプレイを選択するためのディ

スプレイデバイススイ ッチのインターフ ェースを開きます。

Fn +F4 : ディ スプレイ解像度設定のインターフ ェースを開きます。

Fn +F5 : 内蔵無線デバイス設定のインターフ ェースを開きます （オン / オ

フ）。

Fn +F6 : タ ッチパッ ド機能を有効または無効にします。

Fn + F8 (G460) : 数値キーパッ ド を有効または無効にします。

Fn +F9 : Windows Media Player の再生を開始 / 一時停止します。

Fn +F10 : Windows Media Player の再生を停止します。

Fn +F11 : 前の ト ラ ッ クにスキップします。

Fn +F12 : 次の ト ラ ッ クにスキップします。

Fn + Insert (G560) :
Fn + PgUp (G460) : スク ロールロ ッ クを有効または無効にします。

Fn +PrtSc : システム要求をアクティブにします。

Fn + Home : 一時停止機能をアクティブにします。

Fn + End : 中止機能をアクティブにします。

Fn + PgDn (G460) : 挿入機能をアクティブにします。

Fn + / : ディ スプレイの輝度を明る く した り暗 く した り します。

Fn + / : 音量を大き く した り小さ く した り します。

a b

b

a b

a

14



第 2 章 ： 基本を知る
特殊なキーとボタン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

OneKey Rescue システムボタン （ ）

• コンピュータの電源が入っていない時に、 このボタンを押して、 OneKey Rescue システム
を起動します （Lenovo OneKey Rescue システムがインス ト ールされている場合）。

• Windows オペレーティ ング システムで、 このボタンを押すと  Lenovo OneKey Recovery が
起動します。

Energy Management ボタン （ ）

Lenovo Energy Management を使用して、 ソフ ト ウェアとハー ド ウェアを組み合わせて活用す

る こ とによ り 、 ノー ト パソ コンの各コンポーネン ト の性能と電力消費を管理して、 バッテリ寿
命を延長し、 バッテ リ のランラ イムを改善する こ とができます。

音量ボタン （ ～ ） ( 一部のモデルのみ )

ミ ュー ト / ミ ュー ト解除にします

音量を小さ く します

音量を大き く します

OneKey Theater ボタン （ ） （一部のモデルのみ）

OneKey Theater を開いて、 標準モー ド または動画モー ド を選択します。

メモ : 詳し く は、 25 ページ  の 「OneKey Rescue システム」 を参照して ください。

fc d eba

a

b

c e

c

d

e

f
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第 2 章 ： 基本を知る
システム状況のインジケータ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

これらのインジケータによってコンピュータの状況がわか り ます。

G460 G560

c

a

d e f

b

Caps Lock インジケータ
G460: 
G560: 

Num Lock インジケータ
G460: 
G560: 

電力ステータス インジケータ

バッテリ  ステータス インジケータ

無線通信インジケータ

ハー ド  ディスク  インジケータ

a

b

c

d

e

f

c d e f

a b
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第 2 章 ： 基本を知る
コンピュータを安全に保護する  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ こでは、 コンピュータを盗難や不正使用から保護する方法について説明します。

セキュ リティ  ロ ック （非付属品） を取り付ける

コンピュータにセキュ リテ ィ  ロ ッ クを取り付けて、 許可な く ロ ッ クを外すこ とができないよ う

にする こ とができます。 セキュ リテ ィ  ロ ッ クの取り付け方法については、 購入したセキュ リ

テ ィ  ロ ッ ク付属の説明書を参照して ください。

Kensington スロ ッ ト の位置については、 4 ページの 「左側面」 を参照して ください。

VeriFace™ を使用する

VeriFace は、 顔認識ソフ ト ウェアで、 顔のデジタル スナップシ ョ ッ ト を撮り 、 顔の主な特徴を

抽出して、 システムの 「パスワー ド 」 となるデジタル マップを作成します 。
VeriFace をはじめてアクティブにする時は、 デスク ト ップ上の  VeriFace アイコンをク リ ッ ク し

て、 自分の顔イメージを登録して ください。

VeriFace について詳し く は、 ソ フ ト ウェアのヘルプを参照して ください。

パスワー ドを使用する

パスワー ド を使用する と、 他のユーザーによってコンピュータが使用される こ とを防ぐのに役

立ちます。 パスワー ド を設定して有効にする と、 コピュータの電源を入れるたびに画面にプロ
ンプ トが表示されます。 プロンプ ト にパスワー ド を入力します。 正しいパスワー ド を入力しな

いと、 ンピュータを使用できません。

パスワー ド の設定方法について詳し く は、 BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト ア ップ ユーティ

リテ ィ ） 画面右側のヘルプを参照して ください。

メモ :
• セキュ リテ ィ製品を購入する前に、 コンピュータ装備のセキュ リテ ィ  キーホールと互換性がある こ と

を確認して ください。

• ロ ッ ク装置や安全対策の評価、 選定、 実装については、 お客様の責任において行って ください。 ロ ッ
ク装置および安全対策の機能、 品質、 性能にして、 Lenovo が意見表明、 判断、 または保証をする こ と

は一切あ り ません。

メモ :
• 顔の登録と検証は、 一様な安定した光のも とで行う と も っ と も効果を発揮します。

• システムへのログオン時にこの機能を使用するかど うかを決める こ とができます。

メモ : このパスワー ドは、 1 ～ 7 文字の英数字の組み合わせにします。

メモ : BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト ア ップ ユーティ リテ ィ ） を開 く には、 コンピュータ起動時に  
Lenovo のロゴが表示されている間に  F2 キーを押します。
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第 2 章 ： 基本を知る
外付けデバイスを接続する - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータは広範な内蔵機能と接続機能を搭載しています。

メモリ  カー ドを使用する （非付属品） 

コンピュータは次のメモ リ  カー ド をサポー ト しています。

• セキュア  デジタル (SD) カー ド

• MultiMediaCard (MMC)

• メモ リ  スティ ッ ク （MS）

• メモ リ  スティ ッ ク  PRO （MS PRO）

• xD ピクチャー カー ド  (xD)

メモ リ  カー ドを差し込む

1 カチッ とい う音がするまで、 ダミー カー ド を押します。 メモ リ  カー ド  スロ ッ ト か らダ

ミー カー ド をゆっ く り と引き出します。

2 カチッ とい う音がして所定の位置におさまるまで、 メモ リ  カー ド をスラ イ ド させます。

メモ リ  カー ドを取り外す

1 カチッ とい う音がするまで、 メモ リ  カー ド を押します。

2 メモ リ  カー ド  スロ ッ ト か ら メモ リ  カー ド をゆっ く り と引き出します。

Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する

コンピュータには USB デバイス対応の  USB ポー ト  2 基と  eSATA/USB ポー トが 1 基備わって

います。 または、 USB デバイス対応の  USB ポー ト  3 基が備わっています。

メモ :
• スロ ッ ト には一度に  1 つのカー ド のみ挿入して ください。

• このカー ド読み取り装置は SDIO デバイス （SDIO Bluetooth など） はサポー ト していません。

メモ : ダミー カー ドは、 メモ リ  カー ド  スロ ッ ト を使用しない場合コンピュータに塵や埃が入るのを防ぐた

めに使用します。 ダミー カー ドは後で使うために取っておきます。

メモ : データが破壊されないよ う に、 Windows の ハー ド ウェアの安全な取り外しアイ コンでメモ リ カー ド

を無効にしてから、 取り外して ください。

メモ : USB ODD など、 電力消費量の多い  USB デバイスを使用する場合は、 外付けデバイスの電源アダプ

タを使用して ください。 そう しないと、 デバイスが認識されず、 システムがシャ ッ トダウンする こ と

があ り ます。
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第 2 章 ： 基本を知る
ExpressCard デバイスを接続する （一部のモデルのみ）

コンピュータには ExpressCard デバイスを接続するための ExpressCard/34 スロ ッ トが備わっ

ています。

ExpressCard/34 デバイスを挿入する

1 カチッ とい う音がするまで、 ダミー カー ド を押します。 ExpressCard スロ ッ ト か らダミー 
カー ド をゆっ く り と引き出します。

2 デバイスの前面ラベルを上向きにして、 カチッ とい う音がして所定の位置に収まるまで 
ExpressCard デバイスをスライ ド させます。

ExpressCard/34 を取り外す

1 カチッ とい う音がするまで、 ExpressCard デバイスを押します。

2 ExpressCard スロ ッ ト か ら  ExpressCard デバイスをゆっ く り と引き出します。

Bluetooth デバイスを接続する （一部のモデルのみ）

コンピュータに内蔵 Bluetooth アダプタ  カー ドが搭載されている場合、 ラ ップ ト ップ コン
ピュータ、 PDA、 携帯電話など他の  Bluetooth 対応デバイスと接続し、 データを無線で転送で
きます。 オープンな空間で 10m 以内なら、 ケーブルなしでこれらのデバイス間でデータを転送
できます。

Bluetooth 通信を有効にする

1 内蔵無線デバイスのスイ ッチを   にスライ ド させます。

2 Fn + F5 キーを押して、 構成します。

メモ : ExpressCard/34 デバイスのみを使用して ください。

メモ :
• Windows のハー ド ウェアの安全な取り外しアイコンで ExpressCard/34 デバイスを無効にしてから、

ExpressCard/34 デバイスを取り外して ください。

• ダミー カー ドは、 ExpressCard スロ ッ ト を使用しない場合コンピュータに塵や埃が入るのを防ぐため

に使用します。 ダミー カー ドは後で使うために っておきます。

メモ : 実際の最大伝送範囲は干渉と伝送バリ アなどの条件で異な り ます。 最大の接続速度を得るために、
デバイスはできる限り コンピュータの近く に配して ください。

メモ :
• Bluetooth 機能を使用する必要がない場合は、 バッテリ電源を節約するためにオフにして ください。

• Bluetooth 対応デバイスと コンピュータ間でデータを転送するには、 この  2 つをペア リ ングする必要が

あ り ます。 Bluetooth 対応デバイスと コンピュータとのペア リ ングについて詳し く は、 デバイスの説明書

を参照して ください。
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第 3 章 ： インターネッ トを使用する
グローバルネッ ト ワークであるインターネッ ト は世界中のコンピュータをつないで、

電子メール、 情報検索、 e コマース、 Web 閲覧や娯楽などのサービスを提供します。

以下の方法でコンピュータをインターネッ ト に接続できます。

有線の接続 ： 物理的配線を使用して接続します。

無線ネッ ト ワークテク ノ ロジ ：配線なしで接続します。

有線の接続 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

有線の接続はコンピュータをインターネッ ト に接続する安全で信頼性の高い方法です。 一般的

に、 以下の 2 つのアクセス方法が使われています。

ハー ド ウ ェア接続 ：

ケーブル DSL

ソフ ト ウ ェアの設定

コンピュータの構成方法について詳し く は、 インターネッ トサービスプロバイダ （ISP） にお

尋ね ください。

ケーブル ケーブルインターネッ トサービスでは、 住宅のケーブル TV ラ インに接続した

ケーブルモデムを使用します。

DSL DSL は、 通常の電話線で家庭や小規模ビジネスに高速ネッ ト ワークを提供する

関連テク ノ ロジフ ァ ミ リ ーです。

メモ : 上図は参照用です。 実際の接続方法は異なる こ とがあ り ます。

*

*

* 非付属品

ケーブルモデム *

スプリ ッ タ *

TV ケーブル 電話線

DSL モデム *

スプリ ッ タ *
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第 3 章 ： インターネッ トを使用する
無線接続 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

無線接続を使用すれば、 モバイルデバイスでインターネッ ト接続できます。 これを使用すれ
ば、 無線信号が届く範囲なら ど こでもオンラインで作業ができます。

インターネッ トへの無線接続は、 次の方法で構築できます。

Wi-Fi/WiMax を使用する ( 一部のモデルのみ )

無線接続を有効にする

無線通信を有効にするには、 次の手順を実行します。

1 内蔵無線デバイスのスイ ッチを にスライ ド させます。

2 Fn + F5 キーを押して、 構成します。

ハー ド ウ ェア接続

ソフ ト ウェアの設定

コンピュータの構成方法について詳し く は、 インターネッ トサービスプロバイダ （ISP） にお

尋ね ください。

Wi-Fi Wi-Fi ネッ ト ワークは、 家庭、 オフ ィ ス、 小規模の建物グループなど狭い物理的

領域を対象と します。 接続にはアクセスポイン ト （無線ルーターなど） が必要
です。

WiMAX WiMAX ネッ ト ワークは、 複数の無線 LAN システムを接続して大都市領域をカ

バーし、 ケーブルなしで高速ブロー ドバン ドへの接続を提供します。

モバイルブロー ドバン
ド

モバイルブロー ドバン ド ネッ ト ワークを使用する と、 広い地理的領域で、 コン
ピュータ、 携帯電話、 他のデバイスにインターネッ ト接続ができます。 モバイル

ネッ ト ワークはデータ伝送に使用し、 アクセスは通常モバイルネッ ト ワークオ
ペレータが提供します。 接続には、 モバイルブロー ドバン ド  SIM カー ドが必要

です。

メモ : ご使用のコンピュータでは、 サポー ト されていない無線接続方法がある場合もあ り ます。

Wi-Fi/WiMax network

* 非付属品

アクセスポイン ト *

Wi-Fi/WiMax ネッ ト ワーク
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第 3 章 ： インターネッ トを使用する
モバイルブロー ドバン ドを使用する ( 一部のモデルのみ )

モバイルブロー ドバン ド を開始する前に、 まず、 モバイルネッ ト ワークオペレータを選択し、

ネッ ト ワークのサービス対象領域にいる こ とを確認します。 その後、 次のこ とを行う必要があ

り ます。

• 最寄り のモバイルネッ ト ワークオペレータを通してモバイルブロー ドバン ドサービスをアク
ティブにします。 アクティブにする と、 SIM （Subscriber Identity Module ： 加入者 ID モ
ジュール） カー ド を入手します。 SIM カー ド の挿入方法については、 22 ページの 「SIM カー

ド を挿入する」 を参照して ください。

• モバイルブロー ドバン ド ネッ ト ワークの接続 / 切断を行う接続管理ユーティ リテ ィ 。

SIM カー ドを挿入する

SIM カー ド を挿入するには、

1 コンピュータの電源を切り、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコンピュータから取り外

します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 裏返します。

3 バッテリ を取り外します。

メモ : 
• モバイルオペレータはさまざまな規格を使用してモバイルブロー ドバン ドサービスを提供します。 

Lenovo モバイルブロー ドバン ド モジュールは以下の  1 つまたは複数の規格をサポー ト します。

GSM (Global System for Mobile Communications)
TD-SCDMA (Time Division-Synchronous Code Division Multiple Access)
SCDMA (Synchronous Code Division Multiple Access)
EV-DO (Evolution Data Optimized)
HSPA (High Speed Packet Access)

• モバイルブロー ドバン ドは加入サービスです。 利用可能性、 費用、 その他の情報については、 最寄り の

モバイルネッ ト ワークオペレータにお尋ね ください。

• SIM カー ドは、 モバイルネッ ト ワークオペレータがモバイルネッ ト ワーク上のサービス加入者を識別

するために使用するスマー ト カー ド の一種です。 モバイルブロー ドバン ドサービスをアクテ ィブにする

と、 モバイルネッ ト ワークオペレータから  SIM カー ド を受け取り ます。

メモ : 一般に、 モバイルサービスプロバイダがこのユーティ リテ ィ を提供します。
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第 3 章 ： インターネッ トを使用する
4 図に示すよ う に  SIM カー ド をカー ド スロ ッ ト に差し込みます。

5 バッテ リパッ クを所定の位置に入れ、 コンピュータを元の位置に戻し、 ケーブルを再接続

します。

メモ : SIM カー ド を誤った方向に挿入する と、 SIM カー ド スロ ッ トが損傷する こ とがあ り ます。 

刻み目ある側
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第 3 章 ： インターネッ トを使用する
SIM カー ドを取り外す

SIM カー ド を取り外すには、

1 コンピュータの電源を切り、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコンピュータから取り外

します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 裏返します。

3 バッテリ を取り外します。

4 カチッ とい う音がするまで、 SIM を押します。

5 カー ド スロ ッ ト から  SIM カー ド をゆっ く り と引き出します。  

6 バッテリパッ クを所定の位置に入れ、 コンピュータを元の位置に戻し、 ケーブルを再接続

します。

メモ : コンピュータの電源が入っている時は、 SIM カー ド をけっ して挿入した り取り外した り しないで く

ださい。 そう した場合、 SIM カー ド と  SIM カー ド読み取り装置が永続的な損傷を受ける こ とがあ り

ます。
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第 4 章 ： OneKey Rescue システム
OneKey Rescue システム   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

はじめに

Lenovo OneKey Rescue システムは使いやすいアプリ ケーシ ョ ンで、 これを使ってシステムの

パーティ シ ョ ン （C ド ラ イブ） にデータをバッ クア ップし、 必要に応じて簡単に復元する こ と

ができます。 Lenovo OneKey Recovery は Windows オペレーティ ングシステムで実行できま

す。 また、 OneKey Rescue システムは Windows オペレーティ ングシステムを起動せずに実行

できます。

注意 :

OneKey Rescue システムの機能を使用するために、 ハー ドディ スクにはデフ ォル トですでに隠

しパーティ シ ョ ンが設定されてお り 、 こ こにシステムのイメージフ ァ イルと  OneKey Rescue 
システムプログラムフ ァ イルが保存されます。 このデフ ォル ト のパーティ シ ョ ンはセキュ リ
テ ィ のために表示されません。 また、 このパーティ シ ョ ンがあるため、 ディ スク空き容量は表

示要領よ り少な く なっています。 実際に使用できるハー ドディ スク容量は、 （オぺレーティ ン
グシステムおよびあ らかじめインス ト ールされているソフ ト ウェアのサイズに基づいた） ミ

ラーイ メージフ ァ イルのサイズによ っ異な り ます。

Lenovo OneKey Recovery を使用する （Windows オペレーティングシステム内）

Windows オペレーテ ィ ングシステムで、 デスク ト ップ上の  OneKey Recovery システムアイ コ

ンをダブルク リ ッ クする と、 Lenovo OneKey Recovery が起動します。

プログラムで、 ハー ドディ スク  ド ラ イブや他の記憶装置に、 または、 リ カバリー ディ スクを

作成して、 システムパーティ シ ョ ンをバッ クア ップできます。

詳し くは、 Lenovo OneKey Recovery のヘルプフ ァイルを参照してください。

メモ : 
• バッ クア ップ プロセスと リ カバリー ディ スクの作成には時間がかか り ます。 AC アダプタ とバッテ リ  

パッ クをコンピュータに接続して ください。
• リ カバリ - ディ スクを作成した ら、 正しい順序で使用できるよ う に番号を付けて ください。

• 光ディ スク ド ラ イブを内蔵していないコンピュータで、 リ カバリー ディ スクの作成がサポー ト されてい
ますが、 物理的に リ カバリー ディ スクを作成するには、 適切な外付け光ディ スク ド ラ イブが必要です。 

�
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第 4 章 ： OneKey Rescue システム
Lenovo OneKey Rescue システムを使用する（Windows オペレーティングシステムなし

で）

オペレーティ ングシステムをロー ドできない場合は、 以下の手順に従って OneKey Rescue シ
ステムにアクセスして ください。

• コンピュータをシャ ッ トダウンします。

•  キーを押して、 OneKey Rescue システムを起動します。

プログラムで、 システムパーティ シ ョ ンをも との工場出荷状態に復元した り 、 以前作成した
バッ クア ップに復元した りできます。

メモ : リ カバリー プロセスは元に戻すこ とができません。 リ カバリー機能を実行する前に重要なデータの

バッ クア ップを取って ください。 
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第 5 章 : ト ラブルシューティング
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こ こでは、 よ く ある質問の リ ス ト と詳細な回答の参照先を示します。 コンピュータ同梱のパッケー
ジに含まれている各文書について詳し くは、 Lenovo G460/G560 セッ ト ア ップポスターを参照して く

ださい。

コンピュータを安全に使用するための注意点について

このガイ ド の ii ページの 「重要な安全上の注意」 を参照して ください。

コンピュータの ト ラブルを防ぐ方法について

このガイ ド の 43 ページの 「付録 B ： ご使用とお手入れ」 を参照して ください。 第 1 章と第 2
章にも さまざまなヒン トが記載されています。

新しいコンピュータのハー ド ウェアの主な特長について

第 1 章と第 2 章で詳し く説明しています。

コンピュータの詳細な仕様の参照先について

サイ ト http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

デバイスをア ップグレー ド をするか、 次のいずれかを交換する必要がある。 ハー ドディ スク ド ラ イ

ブ、 メモ リ、 キーボー ド

このガイ ド の 55 ページの 「付録 D ： お客様での取替え可能部品 (CRU)」 を参照して くださ
い。

リ カバリーディ スクについて

コンピュータにはリ カバリーディ スクは同梱されていません。 Lenovo が提供する代替の リ

カバリー方法については、 25 ページの 「第 4 章 ： OneKey Rescue システム」 を参照して く
ださい。

カスタマーサポー ト センターへの連絡方法について

このガイ ド の 40 ページの 「付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法」 を参照して ください。

保証情報について

保証期間や保証サービスの種類など、 コンピュータに適用される保証については、 49 ページ

の 「付録 C ： Lenovo 保証規定」 を参照して ください。

デバイス ド ラ イバのインス ト ール方法について

コンピュータの各コンポーネン トが適切に動作し、 適切なパフ ォーマンスを実現するために

は、 互換性のあるデバイス ド ラ イバが必要です。 コンピュータにあ らかじめオペレーティ ン
グシステムがインス ト ールされている場合は、 Lenovo がハー ドディ スクに必要なすべての

ド ラ イバを提供しす。
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バッ クア ッププロセスが失敗した場合

問題な くバッ クア ップ機能を開始できたが、 バッ クア ッププロセスの途中で失敗した場合
は、 以下の手順を実行してみて ください。

1 他のアプリ ケーシ ョ ンを閉じ、 バッ クア ッププロセスを再開始します。

2 バッ クア ップ先のメディ アが損傷していないかチェ ッ ク し、 別のパスを選択し、 再度実

行します。

システムを工場出荷状態に復元する場合

システムが失敗した場合、 または、 オペレーティ ングシステムを再インス ト ールする必要が

ある場合、 この機能を使用できます。 これによ り 、 コンピュータ購入後最初に起動した時の
初期状態にコンピュータを復元できます。 現在のパーティ シ ョ ンに重要なデータがある場合

は、 この リ カバリー機能を実行する前にバッ クア ップします。
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発生している問題がこのセクシ ョ ンで見つからない場合は、 第 2 章を参照して ください。 以下の情
報を活用する と、 第 2 章の包括的な内容を参照ずに問題を解決できる こ とがあ り ます。

ディスプレイの問題

コンピュータの電源をオンに
しても、

画面に何も表示されない。

• それでも何も表示されない場合は、 次のこ と を確認して ください。
- バッテ リが正し く取り付けられているか。
- AC アダプタがコンピュータに接続され、 電源コー ドが正常なコ
ンセン ト に差し込まれているか。

- コンピュータの電源がオンになっているか ( 確認のため、 電源ボ
タンをも う一度押して ください )。

- メモ リが正し く取り付けられているか。

• これら の項目が正し く設定されていて、 画面に何も表示されない場
合は、 コンピュータの修理を依頼して ください。

コンピュータの電源をオンに

すると、 何も表示されていな

い画面に白いカーソルだけが
表示される。

• Windows 環境にバッ クア ップフ ァ イルを復元するか、 OneKey 
Recovery を使用して、 出荷時の内容に戻します。 それでも画面に

カーソルしか表示されない場合は、 コンピュータの修理を依頼して
ください。

コンピュータの電源がオンに

なっている間に、 画面に何も
表示されなくなる。

• スク リーンセーバーまたは省電力機能が有効になっている可能性が
あ り ます。 次のいずれかの操作を行って、 スク リーンセーバーを終
了するかス リープモー ド または休止モー ドか ら復帰して ください。
- タ ッチパッ ド に触れます。
- キーボー ド上のいずれかのキーを押します。
- 電源ボタンを押します。
- Fn+F2 を押して、 LCD 画面の電源が切れている こ と を確認しま
す。

パスワー ドの問題

パスワー ドを忘れてしまった。 • ユーザーパスワー ド を忘れた場合、 Lenovo 認定のサービス代理店

またはマーケテ ィ ング代理店にコンピュータをお預けいただき、 パ
スワー ド の変更をご依頼いただ く こ とにな り ます。

• HDD パスワー ド を忘れてしま った場合、 Lenovo 認定のサービス代

理店でパスワー ド の リセッ ト およびハー ドディ スクからのデータの
復元を行う こ とはできません。 Lenovo 認定のサービス代理店また

はマーケティ ング代理店にコンピュータをお預けいただき、 ハー ド
ディ スク ド ラ イブの交換をご頼いただ く こ とにな り ます。 その際
は、 購入を証明するものが必要です。 また、 部品やサービスが有料
になる場合があ り ます。

• スーパーバイザパスワー ド を忘れてしま った場合、 Lenovo 認定の

サービス代理店でパスワー ド の リセッ ト を行う こ とはできません。
Lenovo 認定のサービス代理店またはマーケティ ング代理店に

コンピュータをお預けいただき、 システムボー ド の交換をご依頼い
ただ く こ とにな り ます。 その際は購入を証明するものが必要です。
また、 部品やサービスが有料になる場合があ り ます。

キーボー ドの問題

文字を入力すると、 数字が表

示される (G460)。
• NumLock 機能がオンになっています。 無効にするには、 Fn + F8 を

押します。
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スリ ープまたは休止の問題

バッテリ ー切れというメッ
セージが表示され、 コン

ピュータが即時にオフになる。

• バッテ リ電源の残量が少な く なっています。 コンピュータに AC ア

ダプタを接続するか、 フル充電したバッテ リ に交換して ください。

コンピュータが、 起動時のセ
ルフテスト (POST) の直後にス

リ ープモー ド に入る。

• 次のこ とを確認して ください。
- バッテリが充電されているか。
- 動作温度が、 許容される範囲内にあるか。 43 ページの 「付録 B ：
ご使用とお手入れ」 を参照して ください。

メモ : バッテリが充電され、 温度が範囲内にある場合は、 コンピュータの修理を依頼して ください。

コンピュータがスリ ープモー
ドから復帰せず、 動作しない。

• コンピュータがス リープモー ドか ら復帰しない場合、 バッテ リ の消
耗によ り 、 自動的に休止モー ド になった可能性があ り ます。 電源イ
ンジケータをチェ ッ ク して ください。

• コンピュータがス リープモー ド の場合、 コンピュータに  AC アダプ

タを接続し、 任意のキーまたは電源ボタンを押します。

• コンピュータが休止モー ド または電源オフ状態の場合、 コンピュー
タに  AC アダプタを接続し、 電源ボタンを押して操作を再開しま

す。

メモ : それでもス リープモー ドから復帰しない場合、 システムが応答しな く なったため、 コンピュータの電源をオ
フにできません。 コンピュータを リセッ ト して ください。 未保存のデータは失われる可能性があ り ます。 コ
ンピュータを リセッ トするには、 電源ボタンを 4 秒以上押し続けて ください。 それでも コンピュータを リ

セッ トできない場合は、 AC アダプタとバッテリ を取り外して ください。

コンピュータ画面の問題

画面に何も表示されない。 • 次のこ とを実行して ください。
- AC アダプタまたはバッテ リ を使用していて、 バッテ リ のステー
タスインジケータがオンの場合は、 Fn + を押して、 画面を明る
く します。

- 電源インジケータが点滅している場合は、 電源ボタン  ボタンを押
してス リープ モー ド を終了します。

- それでも問題が解決しない場合は、 次の 「画面が判読不能または
ゆがんでいる」 の解決策を実行して ください。

画面が判読不能または
ゆがんでいる。

• 次のこ とを確認して ください。
- ディ スプレイ  デバイス  ド ラ イバが正し く インス ト ールされている
か。

- 画面の解像度と色品質が正し く設定されているか。
- モニタのタイプは正しいか。

画面に間違った文字が表示さ

れる。

• オペレーティ ング システムやアプリ ケーシ ョ ン  プログラムを正し

く インス ト ールしましたか。 インス ト ールと構成が正しい場合は、
コンピューの修理を依頼して ください。
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DVD を再生しよう とすると、

「Unable to create overlay 
window ( オーバーレイ ウ ィン

ド ウを作成できない )」 という

メッセージが表示される。

- または

ビデオ、 DVD、 または ゲーム 
アプリケーシ ョ ンの再生品質
が悪いか、 まったく再生され

ない。

• 次のいずれかを実行して ください。
- 32 ビ ッ ト  カラー モー ド を使用している場合は、 色数を  16 ビ ッ ト  
モー ド に変更して ください。

- 最適値を超えるデスク ト ップ解像度を使用している場合、 ディ ス
プレイの解像度を下げ、 色数を少な く して ください。

サウン ドの問題

音量を上げても、 スピーカー
から音が出ない。

• 次のこ とを確認して ください。
- ミ ュー ト機能がオフになっているか。
- ヘッ ドホン端子が使用されていないか。
- スピーカーが再生デバイスと して選択されているか。

バッテリの問題

バッテリ残量インジケータが
空になる前にシャッ ト  ダウン

される。
- または -
バッテリ残量インジケータが
空になった後も コンピュータ

を操作できる。

• バッテリ を放電してから、 再充電して ください。

フル充電したバッテリの動作
時間が短い。

• 詳細については、 第 2 章の 「バッテ リ を取り扱う」 を参照して くだ

さい。

コンピュータがフル充電した

バッテリで動作しない。

• バッテリ の過電流保護装置が働いている可能性があ り ます。 コン
ピュータの電源を  1 分間オフにして保護装置を リセッ ト し、 も う一

度電源をオンして ください。

バッテリを充電できない。 • 詳細については、 第 2 章の 「バッテ リ を取り扱う」 を参照して くだ

さい。

ハー ド  ディスク  ド ライブの問題

ハー ド  ディスク  ド ライブが動

作しない。

• BIOS Setup Utility (BIOS セッ ト ア ップユーテ ィ リテ ィ ) の 「Boot 
( ブー ト )」 メニューで、 ハー ドディ スク ド ラ イブが 「Boot Device 
Priority （デバイス起動優先順位）」 に正し く設定されている こ と を

確認して ください。

スター ト アップの問題

Microsoft® Windows オペレー

ティング システムが起動しな

い。

• OneKey Rescue システムを使用して問題を解決するか、 問題を特定

して ください。 OneKey Rescue システムについて詳し く は、 25 ペー

ジの 「第 4 章 ： OneKey Rescue システム」 を参照して ください。
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OneKey Rescue システムの問題

バックアップを作成できない。 • 現在 Windows オペレーテ ィ ング システムが使用されていません。

• バッ クア ップ データを保存するのに十分な空き容量があ り ません。

システム  パーティ シ ョ ン （C ド ラ イブ） のハー ド  ディ スク空き容

量を増やす必要があ り ます。

システムパーティシ ョ ンを出
荷時デフォルト に復元できま

せんでした。

• パーティ シ ョ ン  サイズや C ド ラ イブ容量などのシステム  パーティ

シ ョ ンが変更されています。

その他の問題

コンピュータが応答しない。 • コンピュータの電源を切るには、 電源ボタン  を 4 秒以上押し続けて

ください。 それでも コンピュータが応答しない場合は、 AC アダプタ

とバッテリ を取り外して ください。

• 通信操作中、 コンピュータがス リープ モー ド に入る と、 コンピュー

タがロ ッ ク される こ とがあ り ます。 ネッ ト ワークで操作する場合
は、 ス リープ タイマーを無効にして ください。

必要なデバイスから コン

ピュータが起動しない。

• BIOS Setup Utility (BIOS セッ ト ア ップユーティ リテ ィ ) の 「Boot 
( ブー ト )」 メニューを表示します。 必要なデバイスから コンピュー

タが起動するよ う に、 BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト ア ップ

ユーテ ィ リテ ィ ） で 「Boot Device Priority （デバイス起動優先順

位）」 が設定されている こ と を確認して ください。

• コンピュータを起動するデバイスが有効になっている こ と も確認し
て ください。 BIOS Setup Utility (BIOS セッ ト ア ップユーティ リ

テ ィ ) の 「Boot ( ブー ト )」 メニューで、 「Boot Device Priority （デ

バイス起動優先順位）」 リ ス ト にそのデバイスが設定されている こ
と を確認して ください。

接続した外付けデバイスが動

作しない。

• コンピュータの電源がオンになっている間は、 USB 以外の外付けデ

バイス  ケーブルの接続や切断を行わないで ください。 コンピュータ

が損傷するそれがあ り ます。

• 外付け USB 光ディ スク  ド ラ イブなど消費電力の多い外付けデバイ

スを使用する場合は、 外付けデバイスの電源アダプタを使用して く
ださい。 そうないと、 デバイスが認識されず、 システムがシャ ッ ト
ダウンする こ とがあ り ます。
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バッテ リ を交換するには

1 コンピュータの電源を切るか、 休止モー ド にします。 AC アダプタ とすべてのケーブルを

コンピュータから取り外します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

3 手動のバッテ リ ラ ッチのロ ッ クを解除します 。 バネ付きバッテ リ ラ ッチをロ ッ ク解除の

位置 にして、 矢印の方向 にバッテ リパッ クを取り外します。

4 フル充電されたバッテ リ を取り付けます。

5 手動のバッテ リ ラ ッチをロ ッ ク位置にスライ ド させます。

6 コンピュータを元の位置に裏返します。 AC アダプタとケーブルをコンピュータに再度接続

します。

メモ : 
• 本章で使用する図は、 別途記載なき場合、 Lenovo G560 の図です。

• 以下のデバイスのア ップグレー ド と交換手順は、 G460 と G560 で同じです。

メモ : Lenovo 提供のバッテリ のみを使用して ください。 他のバッテリ を使用する と、 発火や爆発の恐れが

あ り ます。

メモ : ExpressCard デバイスを使用している場合は、 コンピュータを休止モー ド にする こ とができない場

合があ り ます。 この場合は、 コンピュータの電源を って ください。

a

b c

b

1a

c

33



第 6 章 ： デバイスのアップグレー ド と交換
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容量の大きいハー ドディ スク ド ラ イブに交換する こ とで、 コンピュータの記憶容量を増加する

こ とができます。 新しいハー ドディ スク ド ラ イブは Lenovo のビジネスパー ト ナーまたはマー

ケティ ング代理店から購入できます。

ド ラ イブはきわめて精密にできています。 誤った取り扱いをする と、 ハー ドディ スクのデータ
に損傷や永続的な損失を与える恐れがあ り ます。 ハー ドディ スク ド ラ イブを取り外す前に、

ハー ドディ スク上のすべての情報のコピーのバッ クア ップを取ってから、 コンピュータの電源

を切って ください。 システムが動作中、 ス リープモー ド中、 休止モー ド中に ド ラ イブを取り外
さないで ください。

ハー ドディ スク ド ラ イブを交換するには、 以下の手順を実行して ください。

1 コンピュータの電源を切り、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコンピュータから取り外

します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

3 バッテリパッ クを取り外します。

4 ハー ドディ スク ド ラ イブ （HDD） / メモ リ /CPU （中央処理装置） /Mini PCI Express Card 
スロ ッ ト コンパー ト メン ト カバーを取り外します。

a. コンパー ト メン ト カバーを固定しているネジ を緩め、 ネジ ’ を外します。

b. コンパー ト メン ト カバー を取り外します。

メモ : 
• ハー ドディ スク ド ラ イブは、 ア ップグレー ドする場合または修理をする場合のみ交換して ください。

ハー ドディ スク ド ラ イブのコネクタ とベイは頻繁な変更や交換を想定して設計されていません。

• 光ハー ドディ スク ド ラ イブにはソフ ト ウェアはあ らかじめインス ト ールされていません。

ハー ドディスク ド ライブの取り扱い

• ハー ドディ スク ド ラ イブを落と した り 、 物理的衝撃を与えた り しないで ください。 ド ラ イブは、 物理
的衝撃を吸収する柔らかい布などの上に置て ください。

• ド ラ イブのカバーに圧力を掛けないで ください。

• コネクタに触れないで ください。

a a

b

a

b

a’
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5 フレーム固定ネジ を外します。

6 矢印の方向にタブを引きます 。

7 金属フレーム内に固定されているハー ドディ スク ド ラ イブを取り出します 。

8 ネジを外し、 金属フレームをハー ドディ スク ド ラ イブから取り外します。

9 金属フレームを新しいハー ドディ スク ド ラ イブに取り付け、 ネジを締めます。

0 タブを上向きにし、 コネクタが向き合う よ う にして、 ハー ドディ スク ド ラ イブをハー

ドディ スク ド ラ イブベイにやさ し く置き、 所定の位置にし っか り と押して入れます。

A フレーム固定ネジを再度取り付けます。

B 取り付けク リ ップとそれに一致する間隙の位置を合わせて、 コンパー ト メン ト カバーを取

り付けます。

C ネジを締めて再度取り付けます。

D バッテ リパッ クを再度取り付けます。

E コンピュータを元の位置に裏返します。AC アダプタとケーブルをコンピュータに再度接続

します。

c

c

c

d

d

e

e
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メモ リの交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータのメモ リ スロ ッ ト に、 オプシ ョ ンで利用できる DDR3 (double data rate) 
SO-DIMM (small outline dual inline memory module) を取り付ける こ とで、 コンピュータのメ

モ リ容量を増加する こ とができます。 SO-DIMM は、 さまざまな容量のものがあ り ます。

SO-DIMM を取り付けるには、 以下の手順を実行して ください ：

1 体の静電気を除去するために、 金属テーブルや接地している金属物に触り ます。 静電気

は、 SO-DIMM を損傷する恐れがあ り ます。 SO-DIMM の接触端に触れないで ください。

2 コンピュータの電源を切り ます。 AC アダプタとすべてのケーブルをコンピュータから取

り外します。

3 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

4 バッテリパッ クを取り外します。

5 ハー ドディ スク ド ラ イブ （HDD） / メモ リ /CPU （中央処理装置） /Mini PCI Express Card 
スロ ッ ト コンパー ト メン ト カバーを取り外します。

a. コンパー ト メン ト カバーを固定しているネジ を緩め、 ネジ ’ を外します。

b. コンパー ト メン ト カバーを取り外します 。

メモ : コンピュータでサポー ト されている メモ リ タイプのみを使用して ください。 誤ってオプシ ョ ンのメ
モ リ を取り付けた り 、 サポー ト されていないメモ リ タイプを取り付ける と、 コンピュータ起動時に
警告音が鳴り ます。

a a

b

a

b

a’
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6 ソケッ ト の両端にあるラ ッチを同時に外側へ押し、 SO-DIMM を取り外します。 後で使用

できるよ う に、 古い  SO-DIMM を取っておきます。

7 DIMM の刻み目のある側をソケッ ト に挿入します。

カチッ とい う音がして所定の位置に収まるまで、 DIMM をし っか り と押します。 DIMM
がスロ ッ ト にし っか り と固定され、 簡単には動かないこ とを確認します。

8 取り付けク リ ップとそれに一致する間隙の位置を合わせて、 コンパー ト メン ト カバーを取

り付けます。

9 ネジを締めて再度取り付けます。

0 バッテ リ を再度取り付けます。

A コンピュータを元の位置に裏返します。 AC アダプタとケーブルをコンピュータに再

度接続します。

a

b

a
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SO-DIMM が正し く取り付けられている こ と を確認するために、 以下を行って ください。

1 電源を入れます。

2 起動時に F2 を押しておきます。 BIOS Setup Utility (BIOS セッ ト ア ップユーティ リテ ィ ) の
画面が表示されます。 「System Memory （システムメモ リ）」 の項目に、 コンピュータに

設置されている メモ リ の総容量が表示されます。

光ディスク ド ライブを取り外す - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

光ディ スク ド ラ イブを取り外すには、 次の手順を実行します。

1 ハー ドディ スク ド ラ イブ （HDD） / メモ リ /CPU （中央処理装置） /Mini PCI Express Card 
スロ ッ ト コンパー ト メン ト カバーを取り外します。

2 図 に示すとお り ネジを取り外します。

3 光ディ スク ド ラ イブをやさ し く引き出します 。

メモ : ご使用のコンピュータに DIMM を 1 つのみ使用する場合は、 SLOT- 1 （ ： 上部スロ ッ ト ） ではな

く 、 SLOT-0 （ ： 下部スロ ッ ト ） にカー ド を取り付けます。

b
a

b

a

a

b

b

a
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次の表に、 コンピュータに付属の CRU （お客様での取替え可能部品） の一覧、 および交換手

順についての参照先を示します。

セッ ト ア ップポスター ユーザーガイ ド

セルフサービス CRU

AC アダプタ O

AC アダプタ用電源

コー ド
O

バッテ リ O O

下部アクセス ド ア O

ハー ドディスク ド ライ

ブ
O

メモ リ O

光ディスク ド ライブ O
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
ヘルプ、 サービス、 または技術的な支援を必要と されるお客様や、 Lenovo コンピュータに関

する詳しい情報を必要と されるお客様のために、 Lenovo はさまざまなサービスを用意してい

ます。 こ こでは、 Lenovo コンピュータに関する追加情報の入手先、 コンピュータに問題が起

きたときの対処方法サービスが必要なときの連絡先を説明します。

Microsoft Service Pack は、 Windows 製品アップデー ト用の最新ソフ ト ウェアソースです。 こ

れらは、 Web ダウンロー ド （接続料金がかかる場合があ り ます） またはディ スクから入手でき

ます。 詳細な情報と リ ンクについては、 Microsoft Web サイ ト （http://www.microsoft.com）

にアクセスして ください。 Lenovo による初期インス ト ール済み Windows 製品のサービス  
パッ クのインス ト ールが必要な場合やインス ト ールに関す質問がある場合は、 Lenovo の技術

支援をご利用いただけます。

Web でのヘルプの利用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

WWW の  Lenovo Web サイ ト には、 Lenovo コンピュータおよびサポー ト に関する最新情報が

掲載されています。 Lenovo ホームページのア ド レスは、

http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

Lenovo コンピュータのサポー ト情報は、

http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。 問題の解決方法、 コンピュータの新し

い使い方、 Lenovo コンピュータを さ ら に使いやす くするオプシ ョ ンについて調べるには、 こ

の  Web サイ ト をご覧ください。

カスタマー サポー トセンターに電話をかける  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

お客様がご自身で問題を解決しよ う と した後に、 やは りヘルプが必要となった場合、 保証期間
中であれば、 カスタマー サポー ト  センターから電話によるヘルプを利用し、 情報を入手でき

ます。 保証期間中は、 次のサービスをご利用いただけます。

• 問題判別 : ハー ド ウェア障害が発生しているかど うかを判断し、 問題を解決するために必要

な処置を決定できるよ う に、 ト レーニングを受けた担者がお客様を援助します。

• Lenovo ハー ド ウェアの修理 : 問題が保証期間中の  Lenovo ハー ド ウェアによるものと判断さ

れた場合、 ト レーニングを受けたサービス担当者が必要にじたサービスを提供します。

• 技術変更の管理 : 製品の販売後に、 変更が必要になる場合があ り ます。 Lenovo または 
Lenovo ビジネスパー ト ナーは、 お客様のハー ド ウェアに適用可な技術変更 (EC) を行いま

す。

以下の項目は保証の対象外です。

• Lenovo によ って製造されていない部品や Lenovo 用に製造されていない部品、 または保証

対象外の部品の交換または使用

• ソ フ ト ウェアの問題の原因の識別

• インス ト ールまたはアップグレー ド時における  BIOS の構成

• デバイス  ド ラ イバの変更、 修正、 またはア ップグレー ド

• ネッ ト ワーク  オペレーティ ング システム  (NOS) のインス ト ールおよび保守

• アプリ ケーシ ョ ン  プログラムのインス ト ールおよび保守
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お使いの  Lenovo ハー ド ウェア製品が保障期間中であるか、 いつ保証期限が切れるかを確認す

るには、 http://consumersupport.lenovo.com を参照して ください。

Lenovo ハー ド ウェアの保証書で、 Lenovo の保証条項の詳細をよ く お読み ください。 保証サー

ビスを受けるには、 購入を証明する書類を必ず保管しておいて ください。

電話中、 技術支援担当者がコンピュータの問題の解決を一刻も早く お手伝いできるよ う、 でき
るだけコンピュータの近く にいて ください。 電話される前に、 最新の ド ライバとシステム  ア ッ

プデー トがダウンロー ド されている こ と を確認し、 情報を記録したメモをお手元に用意して く
ださい。 技術支援に電話される ときは、 次の情報を用意しておいて ください。

• マシン番号およびモデル

• コンピュータのシ リ アル番号と購入を証明する書類

• 問題の説明

• システムのハー ド ウェアおよびソフ ト ウェアの構成情報

海外でのヘルプの利用  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

旅行にコンピュータを携帯した り 、 お使いの Lenovo マシン番号 ( タイプ ) が販売されている

国にコンピュータを持ち込まれた りする場合、 国際保証サービスを利用できる可能性があ り ま
す。 この場合、 保証期間を通して保証サービスを受ける資格が自動的に付与されます。 サービ

スは、 保証サービスを行う許可を得たサービス提供業者が行います。

サービスの方式と手順は国によって異な り 、 国によ って利用できないサービスもあ り ます。 一

部の国のサービス  センターでは、 特定のマシン番号の特定のモデルに対してサービスを提供で

きない場合もあ り ます。 サービス提供時に料金や制限が適用される国もあ り ます。

お使いのコンピュータが国際保証サービスの対象かど うか、 およびサービスを利用できる国の

リ ス ト を確認するには、 http://consumersupport.lenovo.com を参照して ください。

メモ : カスタマー サポー ト  センターの電話番号と営業時間の最新リ ス ト については、

http://consumersupport.lenovo.com のサポー ト  Web サイ ト で確認して ください。 お住まいの国ま

たは地域の番号が記載されていない場合は、 Lenovo ビジネスパー ト ナーまたは Lenovo の営業担当

者にお尋ね ください。
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Lenovo 保証サービスの連絡先電話番号  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

保証サービスの連絡先電話番号

保証サービス提供者の電話番号の リ ス ト は、 www.lenovo.com/support/phone にあ り ます。

最新の保証サービスの電話番号については、 Lenovo またはお住まいの国または地域のビジネ
スパー ト ナーにお問い合わせ ください。
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コンピュータの手入れ  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータは、 通常の作業環境では安全に機能するよ う に設計されていますが、 常識的に考

えて扱う必要があ り ます。 次に、 コンピュータを最大限に快適に使用するための重要なヒン ト
を示します。

作業する場所と方法

• キーボー ド の上で食べた り喫煙した り しないで ください。 キーボー ド の中に落下した粒子が
損傷の原因となる場合があ り ます。

• ビニール袋による窒息の危険を避けるため、 梱包材はお子様の手が届かないと こ ろに置いて

ください。

• コンピュータは、 磁石、 作動している携帯電話、 電化製品、 スピーカーなどから離して置い

て ください (13 cm (5 インチ ) の範囲内 )。

• コンピュータを極端な温度環境 (5°C/41°F 以下、 35°C/95°F 以上 ) 下に置かないで ください。

• ポータブルデスク ト ップフ ァ ンや空気清浄機などの電化製品には、 マイナスイオンを発する

ものがあ り ます。 コンピュータを、 このよ うな電化製品の近く に置いて長時間にわたって
マイナスイオンにさ らすと、 静電気的に帯電される こ とがあ り ます。 この帯電は、 キーボー

ド に触れたとき手を通して放電されます。 または、 コンピュータの部品や、 コンピュータに
接続されているコネクタや I/O デバイスを通して放電されます。 この種の静電放電 (ESD)
は、 人体や服から コンピュータへの放電とは対極的なものですが、 同様にコンピュータの誤
動作が生じるおそれがあ り ます。

コンピュータは、 静電気からの影響を最小限に留めるよ う に設計、 製造されています。 しか

しながら、 静電気がある限度以上になる と、 ESD の危険が高ま り ます。 そのため、 マイナス
イオンを発する電化製品の近く でコンピュータを使用する ときは、 次の点に十分に注意して

ください。

- マイナスイオンを発する電化製品からの空気に、 コンピュータを直接さ ら さないで くださ

い。

- このよ うな電化製品からなるべ く離れた場所にコンピュータや周辺機器を保管して くださ

い。

- できる限り 、 コンピュータを接地して安全な静電放電が行われるよ う にして ください。

静電気に対する注意

オプシ ョ ンまたは CRU を取り扱うか、 コンピュータ内部の作業を行う ときは、 静電気によ

る損傷を避けるために以下の予防措置を講じて ください

- 動作を制限する。 動 く と、 周囲に静電気が蓄積される こ とがあ り ます。

- コンポーネン ト は常に注意して取り扱う。 アダプタ、 メモ リ モジュール、 およびその他の
回路ボー ド を取り扱う ときは、 端を持って く ださい。 剥き出しになった回路には決して手

を触れないで ください。

- 他の人がコンポーネン ト に触れないよ う にする。

- 静電気に弱いオプシ ョ ンまたは CRU を取り付ける際には、 部品が入っている静電気防止
パッケージを、 コンピュータの金属の拡張スロ ッ ト カバーまたはその他の塗装されていな

い金属面に 2 秒間以上接触させる。 これによ って、 パッケージや人体の静電気を放電する

こ とができます。
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- 可能であれば、 静電気に弱い部品は、 静電気防止パッケージか ら取り出した ら、 下に置か

ずに取り付ける。 これができない場合は、 静電気防止パケージを平らな場所に置き、 その
上に部品を置く よ う にして ください。

- コンピュータのカバーやその他の金属面の上に部品を置かないよ う にする。

コンピュータをやさし く取り扱う

• ディ スプレイ とキーボー ド の間や、 キーボー ド の下に、 物 ( 紙を含みます ) を置かないよ う

にして ください。

• コンピュータ、 ディ スプレイ、 外部デバイスに対し、 重い物を落と した り 、 ぶつけた り 、 載

せた り しないで ください。 また引っか く 、 変形させる打つ、 揺らす、 押す、 など も行わない
で ください。

• ディ スプレイを 130° 以上回転させないで ください。

コンピュータを適切に持ち運ぶ

• コンピュータを移動する ときは、 必ず、 事前にすべてのメディ アを取り外し、 接続している

デバイスの電源を切断して、 コー ドやケーブルを外し ください。

• 移動する前に、 コンピュータはス リープモー ドか休止モー ド にするか、 電源を切断して くだ

さい。 これによ り 、 ハー ドディ スク ド ラ イブの損傷データの損失を防ぐこ とができます。

• ディ スプレイを開いた状態でコンピュータを持ち上げる ときは、 コンピュータの底部を持っ

て ください。 ディ スプレイを持ってコンピュータを持上げないよ う にして ください。

• 十分なク ッシ ョ ン機能と保護機能を提供する、 良質な携帯用ケースを使用して ください。 荷

物をた く さん詰め込んだスーツケースやバッグにコンュータを入れないよ う にして くださ
い。

屋外での使用

• コンピュータを屋外に持ち出すときには、 事前に、 重要なデータのバッ クア ップを取って く
ださい。

• バッテリがフル充電されている こ と を確認して ください。

• 電源を切断し、 LCD をきちんと閉めたこ とを確認して ください。

• コンピュータを車の中に置いたままにする ときは、 ばらばら にな らないよ う に後部座席に置

いて ください。

• コンピュータ と共に、 AC アダプタ と電源コー ド を持ち運んで ください。

記憶メディアと ド ライブを適切に扱う

• コンピュータに光ド ラ イブが付属している場合、 ディ スクの表面や ト レイのレンズに触れな
いで ください。

• CD や DVD が光ド ライブ中央にあるピボッ ト に収ま ってから ( カチッ と音がしてから ) ト レ

イを閉じて ください。

• ハー ドディ スクを取り付ける ときは、 ハー ド ウェアに付属の説明書に従い、 必要でない限
り 、 デバイスに力をかけないよ う にして ください。
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データの安全性

• 不明なフ ァ イルを削除した り 、 ご自分で作成したものでないフ ァ イルまたはディ レ ク ト リ の

名前を変更しないで ください。 そう しないと、 コンピータソフ ト ウェアが作動しな く なる場
合があ り ます。

• ネッ ト ワーク リ ソースにアクセスする と、 コンピュータがウイルス、 ハッ カー、 スパイウェ

ア、 およびその他の悪意ある活動の対象とな りやす く 、 結果と してコンピュータ、 ソ フ ト

ウェア、 またはデータが損傷するおそれがあ り ますので、 ご注意ください。

• フ ァ イアウォール、 ウイルス対策ソフ ト ウェア、 およびスパイウェア対策ソフ ト ウェアに

よ って十分な保護を確保し、 これらのソフ ト ウェアを最新の状態に保持するのは、 お客様の

責任において行って ください。

パスワー ドの設定

• パスワー ド を忘れないよ う にして ください。 ハー ドディ スクのスーパーバイザパスワー ドや

ユーザーパスワー ド を忘れた場合、 認定のサービス代理店がパスワー ド を リセッ トする こ と
はしません。 システムボー ド またはハー ドディ スク ド ラ イブの交換が必要になる こ とがあ り

ます。

その他の重要なヒン ト

• バッテリパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで ください。 バッテ リ を廃
棄する場合は、 地方自治体の条例または規則、 およびお客様の会社の安全標準に従って くだ

さい。

• コンピュータに、 イーサネッ ト コネクタ とモデムコネクタの両方が装備されている こ とがあ
り ます。 その場合は、 コネクタが損傷しないよ う に正しい方のコネクタに通信ケーブルを接

続して ください。

• Lenovo 製品を登録して ください ( 次の Web ページを参照して ください :
http://consumersupport.lenovo.com)。 登録していただ く と、 損失や盗難の際に、 コン

ピュータがお手元に戻って く るよ う にお手伝いできます。 また、 Lenovo から、 技術情報や

アップレー ド に関するお知らせをお送り いたします。

• コンピュータの分解や修理は、 認定された Lenovo 修理技術員に依頼して ください。

• ディ スプレイを開いたまま、 または閉じたままの状態で維持するために、 ラ ッチを改造した
りテープで留めた り しないで ください。

• AC アダプタを差し込んだ状態でコンピュータをひっ く り返した り しないでして ください。

アダプタプラグが破損する こ とがあ り ます。

• デバイスを交換する ときには、 コンピュータの電源を切断して ください。 または、 デバイス
がウォームスワ ップまたはホッ ト スワ ップの状態である こ と を確認して ください。

• 次のデバイスを取り付ける前に、 金属面や接地した金属に触って ください。 身体にある静電

気が軽減されます。 静電気によ ってデバイスが損傷すこ とがあ り ます。
- ExpressCard

- メモ リ カー ド (SD カー ド 、 メモ リ ステ ィ ッ ク、 マルチメディ アカー ド 、 xD ピクチャカー

ド 、 メモ リ ステ ィ ッ ク PRO カー ド など )
- メモ リモジュール
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• SD カー ド などのフラ ッシュ メディ アカー ド との間でデータを転送する ときは、 転送が完了

するまで、 コンピュータをス リープモー ド または休止ー ド にしないで ください。 これら の

モー ド にする と、 データが損傷する原因になる こ とがあ り ます。

ユーザー補助と快適性  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

人間工学的な情報

仮想オフ ィ スで仕事をする こ とは、 頻繁に変わる環境に適応する こ とが言外に含まれる こ とが

あ り ます。 い く つかの単純なルールに従う こ とで、 仕事を簡単にし、 コンピュータから最大の

恩恵を得る こ とができるよ う にな り ます。 たとえば適切な照明や座り方などの、 基本的なこ と
に注意する と、 パフ ォーマンスを改善し、 よ り快適に過ごすこ とができます。

旅行のときは

移動中または形式張らずにコンピュータを使用する場合の、 人間工学的にみて最適な姿勢につ
いて説明する こ とは難しいかも しれませんが、 形式かかわらず、 こ こで挙げた、 できるだけ多

く のヒン ト を試してみて ください。 たとえば、 正しい姿勢で座り、 十分な照明の下で作業をす
る と、 快適さ とパフ ォーマンスについて期待するレベルを維持するのに役立ちます。

視力に関する問題

コンピュータのディ スプレイ画面は、 最高水準を満たすよ う に設計されてお り 、 明瞭かつ鮮明

なイメージや、 大型で輝度の高いディ スプレイを提供し、 見やす く なっています。 眼にも優し
く設計されています。 当然ながら、 長い時間、 集中して眼を使う と疲れます。 眼の疲れや視覚

的な不快を感じた場合は、 視力の専門医に相談して ください。

メモ : こ こ に挙げる例では、 従来型の設定で作業する人を取り上げています。 従来型でない、 形式張らず
に作業する場合でも、 こ こで示すヒン ト の多く役に立ちます。 良い習慣をつける と、 それは効果と
なって表れます。
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メンテナンス  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータを所有する うえで、 メンテナンスを行う こ とは重要です。 適切に手入れする と、

よ く ある問題を避ける こ とができます。 次に、 コンュータを順調に動作させるのに役立つ情報
を提供します。

メンテナンスに関する一般的なヒン ト

1 ときどき、 ハー ドディ スク ド ラ イブの容量を確認して ください。 ハー ドディ スク ド ラ イブ

がいっぱいにな り過ぎる と、 Windows® の動作速度が低下し、 問題が生じる こ とがあ り ま

す。

2 定期的にごみ箱を空にします。

3 ハー ドディ スク ド ラ イブで定期的に  Microsoft 社のディ スクデフ ラグツールを使用して、

データのシークタイムや読み取り時間を改善します。

• ディ スクの空き領域を増やすには、 使用しないアプリ ケーシ ョ ンプログラムをアンインス

ト ールします。

• 電子メールのク ライアン トプログラムから、 受信ト レイ、 送信済み、 ごみ箱フ ォルダを空に
します。

• 少な く と も週に 1 回、 データのバッ クア ップを行う よ う にします。 重要なデータがある場合

は、 日次バッ クア ップを行う こ と をお勧めします。 Lenovo には、 コンピュータで利用でき

るバッ クア ップオプシ ョ ンが数多く用意されています。 大部分のコンピュータでは CD-RW
ド ラ イブや CD-RW/DVD ド イブを利用でき、 簡単にインス ト ールできます。

• システム リ ス ト アを使用するか、 スケジュールを設定して、 定期的にシステムのスナップ

シ ョ ッ ト を撮り ます。

• 必要に応じて、 デバイス ド ライバと BIOS を更新します。

• http://consumersupport.lenovo.com でマシンのプロフ ァ イルを登録し、 現在の ド ライバと

リ ビジ ョ ンが最新の状態になるよ う にします。

• その他の Lenovo 以外のハー ド ウェアについて、 デバイス ド ライバを最新の状態に保ちま

す。 デバイス ド ラ イバを更新する前に、 互換性や既知の問題について、 リ リース ノー ト を読

むこ と をお勧めします。

• 記録を保管します。 記録する内容には、 ハー ド ウェアやソフ ト ウェアの主要な変更、 ド ラ イ
バの更新、 発生した問題とその解決方法について含めこ とをお勧めします。

• OneKey Rescue システムでリ カバリー操作を実行しなければならない場合は、 25 ページの

「第 4 章 ： OneKey Rescue システム」 を参照して ください。

• 必要であれば、 お住まいの国のカスタマーサポー ト センターを Web サイ ト

http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

カスタマーサポー ト センターに電話を掛ける ときは、 マシンのタイプ、 モデル、 シ リ アル番

号を用意し、 コンピュータが近く にあるよ う にしてださい。 また、 コンピュータにエラー
コー ドが表示される場合は、 エラー画面を保存するか、 メ ッセージを書き留めてお く と参考

にな り ます。

メモ : 新規ド ライバのインス ト ール、 ソ フ ト ウェアの更新、 または新規ソフ ト ウェアのインス ト ールを行
う ときは、 必ず、 事前に、 システムのスナップ ョ ッ ト を撮って ください。
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コンピュータカバーのク リ ーニング

ときどき、 コンピュータを次のよ う にク リーニングします。

1 低刺激の台所用洗剤 ( 研磨剤や、酸やアルカ リなどの強い薬品を含まないもの ) の混合液体

を用意します。 水 5: 洗剤 1 の割合で混ぜ合わせます。

2 希釈した洗剤をスポンジに含ませます。

3 スポンジを絞って余分な水分を取り除きます。

4 スポンジを円を描く よ う に動かしてカバーをふき取り ます。 余分な水分が滴り落ちないよ

う に気を付けて ください。

5 表面を拭いて、 洗剤をふき取り ます。

6 スポンジを流水で洗います。

7 きれいなスポンジでカバーをふき取り ます。

8 乾いた柔らかい布を使用して、 も う一度表面をふき取り ます。

9 表面が完全に乾く のを待ってから、 コンピュータの表面から布の繊維を取り除きます。

コンピュータキーボー ドのク リ ーニング

1 摩擦用イソプロピルアルコールを、 ほこ り の付いていない柔らかい布に含ませます。

2 キー ト ップの表面を、 この布でふき取り ます。 キーは 1 つずつふき取り ます。 一度に複数

のキーをふき取る と、 隣接するキーに布が引っかかってキーが損傷する こ とがあ り ます。
キーの上や、 キーの間に、 水分が滴り落ちないよ う に気を付けて ください。

3 乾かします。

4 キーの下にあるごみやほこ り を取り除く のに、 ブラシ付き送風機や、 ヘア ド ラ イヤの冷気

を使用できます。

コンピュータディスプレイのク リ ーニング

1 乾いた柔らかい布を使用して、 ディ スプレイをやさ し く ふき取り ます。 ディ スプレイに

引っ掻いたよ うな跡がある場合は、 カバーを外側から押したときにキーボー ドが当たって

ついた汚れである こ とが考え られます。

2 乾いた柔らかい布を使用して、 その汚れをやさ し く ふき取り ます。

3 汚れが落ちない場合は、水、 または水と イソプロピルアルコールを 1 対 1 の割合で混ぜ合わ

せた液体 ( 不純物を含まないもの ) で柔らかい布を湿せます。

4 できる限り強く絞り ます。

5 も う一度、 ディ スプレイをふき取り ます。 コンピュータに水分が滴り落ちないよ う に気を

付けて ください。

6 ディ スプレイが乾く のを待って、 閉じます。

メモ : コンピュータのク リーニングを行う前に、 コンピュータをシャ ッ トダウンし、 電源コー ド を外して
ください。

メモ : ディ スプレイやキーボー ド にク リーナーを直接吹き付ける こ とはしないで ください。
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この 「Lenovo 保証規定」 は、 お客様が再販売の目的でな く自己使用の目的で購入する Lenovo
ブラン ド のハー ド ウェア製品にのみ適用されます。

他の言語版の 「Lenovo 保証規定」 は、 www.lenovo.com/warranty でご利用いただけます。

本保証の適用対象

Lenovo は、 お買い求めいただいた各ハー ド ウェア製品が保証期間中の通常の使用のも とで良

好に稼働する こ と を保証します。 製品の保証期間は、 Lenovo が書面によ り別途規定 ・ 通知す

る以外は、 お客様の領収書に指定された日付から開始します。 製品に適用される保証期間およ
び保証サービスの種類は、 下記の 「保証情報」 で指定されています。

本保証は、 お客様に提供される保証のすべてを規定したもので、 法律上の瑕疵担保責任、 商品

性の保証および特定目的適合性の保証を含むすべての明示もし く は黙示の保証責任または保証

条件に代わるものと します。 国または地域によ っては、 法律の強行規定によ り保証責任の制限
が禁じ ら る場合、 強行規定の制限を受けるものと します。 この場合の保証も、 法律の定める範

囲のみに適用され、 保証期間内に限定されます。 当該保証期間終了後は、 いかなる保証も適用
されません。 国または地域によ っては、 法律の強行規定によ り 、 保証の適用期間の制限が禁じ

られている場合、 行規定の制限を受けるものと します。

保証サービスの利用方法

製品が保証期間中に仕様どお り の良好な稼働状態でな く なった場合には、 Lenovo または認定

サービス提供者に連絡して保証サービスを受ける こ とができます。 これら を総称して 「サービ
ス提供者」 といいます。 サービス提供者とその電話番号の リ ス ト は、

www.lenovo.com/support/phone にあ り ます。

保証サービスは、 すべての地域で利用可能である とは限り ません。 地域ごとに異なる場合があ
り ます。 サービス提供者の通常のサービス地域以外は料金がかかる場合があ り ます。 地域に固

有の情報については、 お近く のサービス提供者にお問い合わせ ください。

問題を解決するためにサービス提供者が行う こと

サービス提供者にサービスを依頼する場合は、 指定された問題の判別と解決の手順に従って く
ださい。

サービス提供者が、 問題を電話、 電子メール、 リモー ト アシスタンスで診断し、 解決するよ う

努めます。 サービス提供者から、 所定のソフ ト ウェア更新をダウンロー ド し、 インス ト ールす
るよ う に指示される場合があます。

問題によ っては、 お客様自身で導入する交換用部品を使用して解決できるものがあ り ます。 こ

のよ うな部品は、 「お客様での取替え可能部品」 まは 「CRU」 と言います。 この場合、 サービ

ス提供者はお客様が導入できるよ う に CRU を出荷します。
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電話または Web サイ ト を通じた対応もし く はソフ ト ウェアの更新、 または CRU を導入しても

問題を解決できない場合には、 サービス提供者は、 「保証情報」 で製品に対して指定された保

証サービスの種類に基づきサービスを手配します。

サービス提供者が、 製品を修理できないと判断する場合は、 少な く と も機能的に同等の製品と
交換します。

サービス提供者が製品を修理も し く は交換できないと判断する場合は、 お客様は、 この製品を

購入元または Lenovo に返却する こ とによ り 、 支払済金の返金を受ける こ とができます。

製品または部品の交換

保証サービスが製品または部品の交換を伴う場合、 取り外された旧部品または製品は Lenovo
の所有と し、 取り付けられた交換部品または製品はお客様の所有とな り ます。 変更されていな
い Lenovo 製品および部品のみ、 交換の対象とな り ます。 Lenovo 提供の交換部品または製品

は新品でない場合もあ り ますが、 良好に稼動し、 少な く と も交換された元の部品または製品と
機能的に同等のものと します。 交換された部品または製品は、 元の製品残っている保証期間に

応じて保証されます。

サービス提供者が製品または部品の交換を行う前に、 お客様は次の各項に同意するものと しま
す。

1 保証が適用されないすべての機構、 部品、 オプシ ョ ン、 改造物、 付加物を取り外すこ と。

2 製品または部品に交換を妨げる担保等の法的な制約がないこ とを保証する こ と。

3 お客様の所有に属さない製品または部品に、 サービス提供者がサービスを提供する こ とに

ついて、 製品の所有者から承諾を得る こ と。

お客様のその他の責任

サービスを受ける前に、 お客様は次の各項に同意するものと します。

1 サービス提供者が指定するサービス要求の手順に従う こ と。

2 製品に含まれるすべてのプログラムおよびデータを安全に保管する こ と。

3 サービス提供者にすべてのシステムキーまたはパスワー ド を提供し、 サービス提供者が

サービスを行うため適時かつ安全に作業を行う こ とができるよ う にする こ と。

4 個人を特定する、 または特定し得るすべての情報 ( 「個人データ」 ) が製品から削除されて

いる こ と、 または削除しなかった残り の個人データについて、 適用されるいかなる法律を

も遵守している こ と を確認する こ と。
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個人情報の使用

お客様が本保証に基づいてサービスを受ける場合、 Lenovo は、 お客様の保証サービスおよび

連絡先情報 ( 名前、 電話番号、 住所、 電子メールア ド レスなど ) に関する情報を保管、 使用、

および処理します。 Lenovo はこの情報を使用して、 本保証に基づ くサービスを実行し、 お客

様と Lenovo とのビジネス上の関係を改善します。 保証サービスに関するお客様の満足度調査、

または製品の リ コールまたは安全上の問題の通知のために、 Lenovo から客様にご連絡させて

いただ く場合があ り ます。 これらの目的の実現において、 Lenovo が事業を展開する任意の国

にお客様の情報を転送し、 Lenovo を表する法人または個人に提供する場合があ り ます。 法律

で規定されている場合も、 情報を開示する こ とがあ り ます。

本保証の適用除外

本保証は、 以下のものには適用されません。

• 製品の実行が中断しないこ と、 も し く はその実行に誤りがないこ と

• データの喪失、 または損傷

• すべてのソフ ト ウェアプログラム ( 製品に付属していたか、 後に導入されたかは関係あ り ま

せん )

• 誤用、 事故、 変更、 自然災害、 電源の過電流、 Lenovo 所定の設備条件および稼動環境に合

致しない環境、 またはお客様によってなされた不適切な保守から生じる故障または損傷

• 認定されていないサービス提供者によ って引き起こ された損傷

• サー ドパーティ製品に起因する故障または損傷 ( お客様のご要望に応じて Lenovo 製品に組

み込まれたサー ドパーティ製品を含みます )

• 技術的またはその他のサポー ト ( たとえば、 使用方法、 製品のセッ ト ア ップや導入に関する

問い合わせに対する回答など )

製品または部品の ID ラベルが変更もし く は取り外された製品についての保証は無効とな り ま

す。

責任の制限

お客様の製品が以下に当てはまる場合のみ、 Lenovo の責任と します。 1） サービス提供者の占

有下にある とき、 または 2） サービス提供者の責任で輸送中のときに、 製品の紛失、 破損が生

じた場合。

Lenovo とサービス提供者はいずれも、 製品に含まれる機密データ、 専有データまたは個人

データを含むお客様のデータについては責任を負いません。 お客様は、 製品を保守または返却

する前に、 これら の情報を製品から削除するか、 バッ クア ップを取って ください。

Lenovo の責任に帰すべき事由に基づ く損害に対して、 お客様が Lenovo に救済を求める状況が

発生する場合があ り ます。 お客様が Lenovo の責任に帰すべき理由 ( 契約不履行、 過失、 不実表

示または不法行為等を含みます ) に基づく損害に対して救済を求める場合、 Lenovo の賠償責任

は、 請求の原因を問わず、 お客様に現実に発生した通常かつ直接の損害に対し、 製品の支払済み
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の総額を限度額とする金銭賠償責任に限られます。 上記の制限は、 法的 Lenovo の責に帰する身

体 ( 生命を含みます ) または有体物に対する賠償責任には適用されません。

この責任の制限は、 Lenovo に製品を提供したサプライヤ、 ビジネスパー ト ナーおよびサービ

ス提供者にも適用されるものと します。 お客様は、 Lenovo、 サプライヤ、 ビジネスパー ト ナー

およびサービス提供者に対して重複して損害賠償を請求する こ とはできません。

いかなる場合においても、 LENOVO、 LENOVO のサプライヤ、 ビジネスパートナーおよび

サービス提供者は、 その予見の有無を問わず発生した以下のものについては賠償責任を負いませ

ん。 1） 第三者からの賠償請求に基づく損害、 2） データの喪失、 または損傷、 3） 特別損害、 付

随的損害、 間接損害たは派生的損害 （利益損失、 ビジネス上の収益、 信用または見込み節約額を

含む）。 国または地域によっては、 法律の強行規定によ り、 上記の責任の制限が適用されない場
合があ り ます。 国または地域によっては、 法律の強行規定によ り、 保証の適用期間の制限が禁じ

られている場合、 強行規定の制限を受けるものと します。

紛争の解決

お客様が製品をカンボジア、 イン ド ネシア、 フ ィ リ ピン、 ベ ト ナム、 またはス リ ランカで購入
した場合、 本保証に起因する、 あるいは本保証に関連した紛争は、 シンガポールにおける仲裁

によ り最終的に解決され、 本保証は、 法律の矛盾に関する場合を除き、 シンガポールの法律に
従って規律、 解釈、 実施されるものと します。 お客様が製品をイン ドで購入した場合、 本保証

に起因する、 あるいは本保証に関連した紛争は、 イン ド共和国バンガロールにおける仲裁によ

り最終的に解決されるものします。 シンガポールにおける仲裁は、 紛争発生時に有効な
Singapore International Arbitration Center (SIAC) の規則に従って行われるものと します。 イン

ド における仲裁は、 紛争発生時に有効なイン ド の法律に従って行われるものと します。 仲裁の
裁定は最終的なものであ り 、 異議申し立てな く当事者双方に対する拘束力を持つこ とにな り ま

す。 そして、 仲裁の裁定は書面にされ、 事実認定と法律の結論とを記述します。 すべての仲裁
手続きは、 示されたすべての文書を含め、 英語で執り行われるものと します。 仲裁手続きにお

いて、 本保証書の英語版の効力は、 他の言語版の保証書よ り優先されます。

その他の権利

以上の保証は、 お客様に一定の法的権利を与えており ますが、 国または地域によって異なる場合があ

り ます。 お客様は、 適用される法律または LENOVO との書面による合意に基づいて、 その他の権利

を有する場合があ り ます。 本保証は、 消費財の販売を統制する適用国内法の定めによるお客様の権利

を変更するものではあ り ません。

欧州経済地域 (EEA)

EEA のお客様は、 Lenovo の以下のア ド レスに連絡を取る こ とができます。 EMEA Service 
Organisation, Lenovo (International) B.V., Floor 2, Einsteinova 21, 851 01, Bratislava, 
Slovakia.EEA 諸国で購入された Lenovo ハー ド ウェア製品に対する本保証に基づ くサービス

は、 Lenovo が製品を発表し販売する EEA 諸国で受ける こ とがでます。
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保証情報 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

必要に応じて、 サービス提供者は、 ご使用の製品に指定された保証サービスの種類および利用可

能なサービスに応じて、 修理または交換サービス提供します。 サービスのご提供日時は、 お客様
のお問い合わせの時間、 および部品の在庫状況などによ って異な り ます。

製品または

マシンタイプ

購入した国または

地域

保証

期間

保証サービスの種

類

ノー トブッ ク :
20041, 0677 
20042, 0679

韓国

部品および保守作

業ー

1 年

バッテリパッ ク -
1 年

3, 4

イン ド 、 中国 （香港特別自治区）、

中国 （マカオ特別自治区）

1, 4

イン ド ネシア、 マレーシア、 シン
ガポール、 タイ、 フ ィ リ ピン、 ベ
ト ナム、 南アフ リ カ、 フ ランス、
オース ト リ ア、 ベルギー、 ク ロア
チア、 デンマーク、 エジプ ト 、
フ ィ ンラン ド 、 ド イツ、 ギリ
シャ、 イスラエル、 アイルラン
ド、 イタ リ ア、 リ ト アニア、 ラ ト
ビア、 キプロス、 スロベニア、 エ
ス トニア、 ルクセンブルク、 アイ
スラン ド 、 オランダ、 ノル
ウェー、 ルーマニア、 スペイン、
スウェーデン、 スイス、 イギリ
ス、 サウジアラビア、 UAE、 日本

オースス ト ラ リ ア、 ニュージーラ

ン ド
1, 3

アメ リ カ合衆国、 カナダ、 メキシ

コ、 ブラジル、 アルゼンチン、 コ

ロンビア、 ペルー、 ベネズエラ、

ボリ ビア、 ウルグアイ、 チ リ、 パ

ラグアイ、 エクア ドル

部品および保守作

業ー

1 年保証 *
バッテリパッ ク -
1 年

1, 4

台湾、 ロシア、 ウク ライナ、 カザ

フスタン共和国、 ス リ ランカ

部品および保守作

業ー

1 年用バッテリ

パッ ク -1 年

4

ポーラン ド 、 トルコ、 チェ コ共和

国、 ハンガリー、 スロバキア、 ブ

ルガリ ア

部品および保守作

業ー

2 年用バッテリ

パッ ク -1 年

1, 4

* 一部コンポーネン ト対象外。 電源アダプタ、 キーボード、 プラスチッ クおよびヒンジは 90 日間
保証。
53



付録 C ： Lenovo 保証規定
保証サービスの種類

1 お客様での取替え可能部品 (CRU: Customer Replaceable Unit) サービス

CRU サービスでは、 サービス提供者は、 お客様がご自身で導入できるよ う に CRU を出荷しま
す。 CRU についての情報および交換手順のご案内は、 製品と一緒に出荷されます。 また、 お
客様はこれら をいつでも Lenovo に要求し、 入手する こ とができます。 お客様ご自身で容易に
導入していただける CRU は 「セルフサービス CRU」 と呼ばれます。 対して、 「オプシ ョ ン
サービスの CRU」 は多少のスキルとツールを要する こ とがあ り ます。 セルフサース CRU の導
入は、 お客様の責任において行って ください。 対象の製品に関して指定された保証サービスの
種類に基づき、 サービス提供者にオプ ョ ンサービスの CRU の導入を要請する こ と もできます。
オプシ ョ ンサービスの提供 ( 有償 ) を利用して、 セルフサービス CRU の導入を Lenovo にご依
頼いただ く こ と も可能です。 CRU の一覧、 およびその詳細については、 製品に同梱されてい
るマニュアルまたは www.lenovo.com/CRUs を参照して ください。 故障した CRU の返却要件
は、 必要に応じて、 交換用 CRU に同梱される資料に指定するものと します。 返却が必要な場
合、 1) 返却の指示、 送料前払いの返却用出荷ラベル、 および返送用梱包材を交換用 CRU と共
に送付します。 また、 2) 交換用 CRU の受領から 30 日以内に、 故障した CRU をお客様が返却
しない場合、 サービス提供者は交換用 CRU の代金を請求させていただ く こ とがあ り ます。

2 オンサイ トサービス

オンサイ トサービスでは、 サービス提供者がお客様の製品設置場所で製品の修理または交換を
行います。 お客様は、 Lenovo 製品の分解および再組立てを行う こ とができる適切な作業場を
提供する必要があ り ます。 製品によ っては、 修理のために、 サービス提供者が製品を指定され
たサービスセンターに送付する必要が生じる場合があ り ます。

3 宅配便サービス

宅配便サービスでは、 製品は、 サービス提供者が手配する輸送方法によ り 、 指定のサービスセ
ンターで修理または交換されます。 製品の接続を外すのは、 お客様の責任で行います。 指定さ
れたサービスセンターにお客様が製品を返送するための輸送用コンテナが提供されます。 宅配
便業者が製品を回収し、 指定されたサービスセンターに配送します。 修理または交換後、 サー
ビスセンターは、 お客様に製品を返送する手配をします。

4 持ち込みまたは郵送サービス

持ち込みまたは郵送サービスでは、 製品は、 お客様が手配する配送方法によ り 、 指定された
サービスセンターで修理または交換されます。 お客様は、 サービス提供者が指定する方法で
( 別途定める場合を除き、 お客様による送料前払いで )、 適切に梱包された製品を、 指定された
場所に配送まは郵送します。 製品の修理または交換後、 お客様が回収できるよ う にします。 製
品が回収されない場合、 サービス提供者は、 適当と考える方法製品を廃棄する場合があ り ま
す。 郵送サービスの場合、 別途サービス提供者が定める場合を除き、 Lenovo の費用負担で製
品をお客様に返送します

5 製品交換サービス

製品交換サービスでは、 お客様の製品設置場所に交換製品を送付します。 導入および操作の検
証については、 お客様の責任において行って くださ。 交換された製品は、 故障した製品と引き
換えにお客様の所有とな り ます。 故障した製品は、 Lenovo の所有とな り ます。 故障した製品
は、 交換用品の配送に使用された発送用ダンボールに梱包のうえ、 Lenovo 宛に返送して くだ
さい。 運送料は、 往復と もに Lenovo が負担します。 交換用製品を受け取ったときのダンボー
ルの使用法を誤った場合、 配送中に製品に生じた損害の責任はお客様が負う こ とになる こ とが
あ り ます。 交換用製品の受領から 30 日以内に、 故障した製品を Lenovo が受け取らない場合、
交換用製品の代金を請求させていただ く こ とがあ り ます。
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お客様での取替え可能部品 （CRU） とは、 お客様にア ップグレー ドや交換を行っていただ く こ

とができる コンピュータ部品のこ とです。 CRU には内蔵と外付けの 2 種類があ り ます。 外付
け CRU は取り付けが簡単です。 内蔵 CRU は多少のスキルが求め られ、 スク リ ュー ド ライバな

どの道具が必要になる こ とがあ り ます。 内蔵 CRU も外付け CRU もお客様が安全に取り外すこ
とができます。

外付け CRU の交換についてはすべて、 お客様の責任において行って ください。 内蔵 CRU は、

お客様ご自身で取り外し と取り付けの作業を行っていただ く こ とができます。 保証期間中であ
れば Lenovo サービス技術員が担当させていただ く こ と も可能です。

コンピュータには次の外付け CRU が付属しています。

• 外付け CRU （プラグ接続可能） ： これら の CRU はコンピュータからプラグを抜きます。 こ

の種類の CRU の例と して、 AC アダプタや電源コー ドが挙げられます。

• ラ ッチ付きの外付け CRU ： これら の CRU には、 部品の取り外しや交換ができるよ う にラ ッ

チが付いています。 この種類の CRU の例と して、 ノー トブッ クのメ インバッテリ 、 光ディ

スク ド ラ イブ、 ハー ドディ スク ド ラ イブ、 追加バッテ リが挙げられます。

コンピュータには次の内蔵 CRU が搭載されています。

• 内蔵 CRU （ア クセスパネル背面部） ： これら の CRU はコンピュータ内部で分離されている

部品で、 アクセスパネルで封じ られています。 アクセスパネルは、 一般に、 1 ～ 2 個のネジ

で固定されています。 アクセスパネルを外すと、 一部の CRU を確認できます。 この種類の

CRU と して、 メモ リモジュール、 ハー ドディ スク ド ラ イが挙げられます。

• 内蔵 CRU （製品内部） ： これら の CRU は、 コンピュータの外部ケースを開かなければ見え

ません。 この種類の CRU の例と して、 PCI Express ミニカー ド 、 内蔵キーボー ドが挙げられ

ます。
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付録 E ： 特記事項
特記事項 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

本書に記載の製品、 サービス、 または機能が日本においては提供されていない場合があ り ま

す。 日本で利用可能な製品やサービスについては、 レ ノボ ・ ジャパンの営業担当員にお尋ねく
ださい。 本書で Lenovo 製品、 プログラム、 またはサービスに言及していても、 その Lenovo
製品、 プログラムまたはサービスのみが使用可能である こ と を意味するものではあ り ません。
これら に代えて、 Lenovo の知的所有権を侵害する こ とのない、 機能的同等の製品、 プログラ

ム、 またはサービスを使用する こ とができます。 ただし、 Lenovo 以外の製品とプログラムの

操作またはサービスの評価および検証は、 お客様の責任で行っていただきます。

Lenovo は、 本書に記載されている内容に関して特許権 ( 特許出願中のものを含む ) を保有して

いる場合があ り ます。 本書の提供は、 お客様にこれら特許権について実施権を許諾する こ とを
意味するものではあ り ません。 実施権についてのお問い合わせは、 書面にて下記宛先にお送り

ください。

Lenovo (United States), Inc.
1009 Think Place - Building One
Morrisville, NC 27560
U.S.A.
宛て先 : Lenovo Director of Licensing

Lenovo は本書を 「現状のまま」 で提供し、 明示または黙示を問わず、 特定目的への非侵害、

商品性、 または適合性を含むがそれに限られない、 いかなる保証も行わないものと します。 国
または地域によ っては、 法律の強行規定によ り 、 保証責任の制限が禁じ られる場合、 強行規定

の制限を受けるものと します。

この情報には、 技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があ り ます。 本書は定期的に見直さ

れ、 必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 Lenovo は予告なしに、 随時、 この文書に記

載されている製品またはプログラムに対して、 改良または変更を行う こ とがあ り ます。

本書で説明される製品は、 誤動作によ り人的な傷害または死亡を招く可能性のある移植または

その他の生命維持アプリケーシ ョ ンで使用される こ を意図していません。 本書に記載される情
報が、 Lenovo 製品仕様または保証に影響を与える、 またはこれら を変更する こ とはあ り ませ

ん。 本書におけるいかなる記述も、 Lenovo あるいは第三者の知的所有権に基づ く明示または

黙示の使用許諾と補償を意味するものではあ り ません。 本書に記載されるすべての情報は、 特
定の環境において得られたものであ り 、 例と して提示されます。 他の稼働環境では、 結果が異

なる場合があ り ます。

Lenovo は、 お客様が提供するいかなる情報も、 お客様に対してなんら義務も負う こ とのない、

自ら適切と信ずる方法で、 使用もし く は配布する こ とができるものと します。

本書において Lenovo 以外の Web サイ ト に言及している場合があ り ますが、 便宜のため記載し
ただけであ り、 決してそれらの Web サイ ト を推奨するもではあ り ません。 それらの Web サイ ト

にある資料は、 この Lenovo 製品の資料の一部ではあ り ません。 それらの Web サイ トは、 お客
様の責任でご使ください。
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付録 E ： 特記事項
この文書に含まれるいかなるパフ ォーマンスデータも、 管理環境下で決定されたものです。 そ

のため、 他の操作環境で得られた結果は、 異なる可能性があ り ます。 一部の測定が、 開発レベ
ルのシステムで行われた可能性があ り ますが、 その測定値が、 一般に利用可能なシステムのも

のと同じである保証はあ り ません。 さ ら に、 一部の測定値が、 推定値である可能性があ り ま
す。 実際の結果は、 異なる可能性があ り ます。 お客様は、 お客の特定の環境に適したデータを

確かめる必要があ り ます。

コンピュータに付属しているすべてのマニュアルに記載されているソフ ト ウェアインター
フ ェースやハー ド ウェア構成は、 お客様が購入した実際のコンピュータの構成に一致しないこ

とがあ り ます。

輸出区分に関する注意事項

本製品は、 米国輸出規制 （EAR） による規制対象であ り、 輸出区分管理番号 （ECCN） は

4A994.b です。 EAR E1 の国リ ス ト で輸出入が禁止されている国を除き、 すべての国に再輸出
する こ とができます。
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付録 E ： 特記事項
ENERGY STAR モデル情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ENERGY STAR® は米国環境保護庁 (U.S. Environmental Protection Agency) と米国エネルギー省

(U.S. Department of Energy) の共同プログラムで、 エネルギー効率の高い製品や技術を通して、
金銭的な節約と環境保護の実現を目的とするものです。

Lenovo® は誇り を持って、 ENERGY STAR の基準を満たした製品をお客様にご提供いたします。
次に挙げる Lenovo マシンモデルで ENERGY STAR のマークが付いていものは、 ENERGY STAR 
5.0 プログラムの要件に準拠するよ うに設計され、 テス ト された製品です。

• 20041, 0677
• 20042, 0679

ENERGY STAR 準拠の製品を使用し、 電源管理機能を利用するこ とで、 電力消費量を低減するこ とが
できます。 電力消費量の低減は、 貯蓄、 きれいな環境作り、 温室効果ガス排出の削減に貢献します。

ENERGY STAR の詳細については、 以下の Web サイ ト を参照して ください :
http://www.energystar.gov。

Lenovo は、 日常的な活動にエネルギーの有効利用を取り入れる こ とをお勧めします。 この目標
を達成できるよ うに、 Lenovo は、 一定の時間にわたってコンピュータが使用されていないとき
は、 次のよ うに電源管理機能が作動するよ うに事前設定しています。

ス リープモー ド またはシステムスタンバイモー ドから コンピュータをウェイクアップするには、
キーボードでいずれかのキーを押します。 これの設定の詳細については、 Windows の 「ヘルプ
とサポー ト 」 を参照して ください。

表 1. ENERGY STAR 電源管理機能 ( オペレーティ ングシステム別 )

Windows® 7 Windows® XP

電力計画 ： Energy Star
•ディ スプレイの電源切断 ： 10 分後

• ス リープモー ドへの移行 ： 25 分後

•高度な電源管理設定 :
- ハー ドディ スクの電源切断 ： 20 分後

- 休止 ： 1 時間後

電力計画 : バランス型

•モニタの電源切断 ： 10 分後

•ハー ドディ スクの電源切断 ： 30 分後

•システムのスタンバイ ： 20 分後

•システムの休止 ： 2 時間後
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付録 E ： 特記事項
無線関連の情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

無線相互運用性

無線 LAN PCI Express Mini カー ドは、 DSSS (Direct Sequence Spread Spectrum)、 CCK 
(Complementary Code Keying)、 OFDM (Orthogonal Frequency Division Multiplexing) の各無

線技術に基づ無線 LAN 製品と相互運用可能なよ う に設計されてお り 、 以下の規格に準拠して

います。

• IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) によ って策定され承認された、 無線

LAN に関する IEEE 802.11a/b/g/n 規格。

• Wi-Fi Alliance によ って規定された、 Wireless Fidelity (WiFi) 認定。

Bluetooth ドーターカー ドは、 Bluetooth SIG によって規定された Bluetooth Specification 2.1 + EDR に

準拠する、 あ らゆる Bluetooth 製品と相互運用可能なように設計されています。 Bluetooth ド ーター
カードでは以下のプロフ ァ イルがサポー ト されています。

• Generic Access （汎用アクセス）

• Service Discovery （サービスディ スカバリー）

• Serial Port （シ リ アル ポー ト ）

• Dial-up Networking （ダイアルア ップ ネッ ト ワーキング）

• FAX （フ ァ ッ クス）

• LAN Access using PPP （PPP を使用した LAN アクセス）

• Personal Area Network （パーソナルエリ ア  ネッ ト ワーク）

• Generic Object Exchange （総称オブジェ ク ト交換）

• Generic Object Push （総称オブジェ ク ト  プッシュ）

• File Transfer （フ ァ イル転送）

• Synchronization （同期化）

• Audio Gateway （オーディオ ゲー ト ウェ イ）

• Headset （ヘッ ド セッ ト ）

• Printer （プ リ ンタ）

• Human Interface Devices (Keyboard/Mouse) （ヒ ューマンインターフ ェース  デバイス）

（キーボー ド / マウス）

• Basic Image （ベーシッ ク イ メージ）

• Handsfree （ハンズフ リー）

• AV （AV）
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使用環境と人体への影響

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と Bluetooth ド ーターカー ドは、 他の無線機器と同様に無線

周波電磁エネルギーを放出します。 しかし、 放出されるエネルギーのレベルは、 たとえば携帯
電話などの無線機器によ って放出される電磁エネルギーよ り もはるかに小さいものです。

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と Bluetooth ド ーターカー ドは、 無線周波の安全性規格準や

勧告に記載されているガイ ド ラ インの範囲内で動作するため、 Lenovo は、 内蔵の無線カー ド
が家庭で安全にご使用いただける と考えてお り ます。 これら の規格と勧告には、 科学団体の共

通見解と、 広範な研究文献を絶えず調査および分析している科学者の委員会による審議の結果
が反映されています。

状況や環境によ っては、 無線 LAN PCI Express Mini カー ド または Bluetooth ド ーターカー ド の

利用が、 建物の所有者または組織の責任者によ って制限される こ とがあ り ます。 たとえば以下
のよ うな状況が考え られます。

• 飛行機の搭乗中または病院内での内蔵無線カー ド の使用。

• 他の機器やサービスに対して、 有害な干渉を与える危険がある と考え られるその他の環境。

特定の組織 ( 空港や病院など ) での無線機器の使用に関して適用されるポリ シーが不明な場合
は、 コンピュータの電源を投入する前に、 無線 LAN PCI Express Mini カー ド または Bluetooth
ド ーターカー ド の使用許可を得る こ とをお勧めします。

モバイルブロー ドバン ド に関連する安全情報

1 可燃性の高いエリ ア （例 ： ガソ リ ンスタン ド ） や爆破物の近く でモバイルブロー ドバン ド

機能を使用しないで ください。 滅多にないこ とですが、 モバイルブロー ドバン ドは、 他の

携帯電話ネッ ト ワークデバイスと同様、 火花を発生する こ とがあ り ます。

2 雷雨の際は、 戸外でモバイルブロー ドバン ド機能を使用しないで ください。

3 多く の航空会社では、 搭乗中、 特に離陸着陸時にモバイルデバイスの使用を禁止しています。

コンピュータ内蔵のモバイルブロー ドバン ドモジールは低電力無線ト ランシーバです。 これが
オンになっている と、 断続的に無線周波エネルギーを受信し伝送するので、 航空機の通信やナ

ビゲーシ ョ ンシステムの動作に干渉を生じる恐れがあ り ます。 モバイルブロー ドバン ド の使用
については、 航空会社の規則または規制を参照して ください。 特に許可を得ている場合を除き、

コンピュータのモバイルブロー ドバン ド機能を有効にしないで ください。

4 コンピュータを病院で使用する場合は、 制限事項に従って ください。 病院内の機器には高度な

機能を持ち、 電磁干渉を受けやすい機器があ り ます。 許可を得ないで医療機器の近くでモバイ
ルブロー ドバン ド機能を有効にしないで ください。

5 モバイルブロー ドバン ド通信は、 体内に植え込まれた心臓ペースメーカーやその他植え込み式

医療機器の動作に影響を及ぼすこ とがあ り ます。 心臓ペースメーカーを植え込んでいる患者は、
このコンピュータのモバイルブロー ドバン ド機能が植え込まれた機器の誤動作を引き起こす可

能性がある こ とをよ く知ってお く必要があ り ます。 干渉が生じているかもしれないと思う場合

は、 直ちにコンピュータの無線を無効にし、 医者に問い合せて ください。

6 コンピュータ内蔵のモバイルブロー ドバン ド モジュールは、 ボイスコールをサポー ト して

いないので、 重要な通信のために使用する こ とはできせん。 したがって、 重要な通信では

このデバイスに依存しないで ください。
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電子放射に関する注意事項 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

以下の情報は、 Lenovo G460/G560、 マシンタイプ 20041、 0677、 20042、 0679 に関係していま

す。

FCC (Federal Communications Commission) の宣言

この装置はテス ト済みであ り 、 FCC ルールのパー ト 15 に記載されているク ラス B デジタルデ

バイスの制限に準拠している こ とが確認済みです。 これらの制限は、 住宅地での設置におい
て、 干渉障害が生じないよ う適切に予防措置を取るために設けられています。 本製品は、 無線

周波エネルギーを生成、 使用してお り 、 無線周波エネルギーを放射する こ とがあ り ます。 手順

書に従って本製品を設置および使用しない場合、 無線通信に干渉障害が生じる可能性があ り ま
す。 しかし、 特定の設置条件で干渉が起きないこ と を保証するものではあ り ません。 装置の電

源をオフにしてオンにすこ とによ って、 装置が干渉障害の原因であるかど うかを判断できま
す。 ラジオまたはテレビの受信に干渉障害が発生する場合は、 次の方法で干渉が起きないよ う

にして ください。

• 受信アンテナの向きや位置を変えます。

• 装置と受信機の距離を離します。

• 受信機とは別の回路にあるコンセン ト に装置を接続します。

• 指定販売店やサービス窓口に相談します。

FCC の放射制限を満たすためには、 適切にシールド され接地されたケーブルと コネクタを使用

する必要があ り ます。 適切なケーブルと コネクタは、 Lenovo の指定販売店でお買い求めいた

だけます。 Lenovo は、 推奨品以外のケーブルやコネクタを使用した場合や、 本装置を不正に
変更や改造したこが原因で発生する、 ラジオやテレビへの干渉については責任を負いません。

不正な変更や改造を行う と、 ユーザーが装置を運転する権限が無効になる こ とがあ り ます。

このデバイスは FCC ルールのパー ト 15 に準拠しています。 動作は、 (1) このデバイスが干渉

障害をの原因にならないこ と、 (2) このデバイスが望まない動作を引き起こ しかねない干渉を

含む他からの干渉を許容する こ と、 の 2 つの条件に従います。

責任元 :
Lenovo (United States) Incorporated
1009 Think Place - Building One
Morrisville, NC 27560

U.S.A.
Telephone:(919) 294-5900
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カナダ産業省クラス B 放射準拠宣言

このク ラス B デジタル機器はカナダの ICES-003 に準拠しています。

Avis de conformité à la réglementation d’Industrie Canada

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

ド イツのクラス B 準拠宣言

Deutschsprachiger EU Hinweis: 

Hinweis für Geräte der Klasse B EU-Richtlinie zur Elektromagnetischen Verträglichkeit

Dieses Produkt entspricht den Schutzanforderungen der EU-Richtlinie 2004/108/EG (früher 
89/336/EWG) zur Angleichung der Rechtsvorschriften über die elektromagnetische 
Verträglichkeit in den EU-Mitgliedsstaaten und hält die Grenzwerte der EN 55022 Klasse B ein. 

Um dieses sicherzustellen, sind die Geräte wie in den Handbüchern beschrieben zu installieren 
und zu betreiben. Des Weiteren dürfen auch nur von der Lenovo empfohlene Kabel 
angeschlossen werden. Lenovo übernimmt keine Verantwortung für die Einhaltung der 
Schutzanforderungen, wenn das Produkt ohne Zustimmung der Lenovo verändert bzw. wenn 
Erweiterungskomponenten von Fremdherstellern ohne Empfehlung der Lenovo gesteckt/
eingebaut werden.

Deutschland: 

Einhaltung des Gesetzes über die elektromagnetische Verträglichkeit von Betriebsmittein 

Dieses Produkt entspricht dem “Gesetz über die elektromagnetische Verträglichkeit von 
Betriebsmitteln” EMVG (früher “Gesetz über die elektromagnetische Verträglichkeit von 
Geräten”). Dies ist die Umsetzung der EU-Richtlinie 2004/108/EG (früher 89/336/EWG) in 
der Bundesrepublik Deutschland. 
Zulassungsbescheinigung laut dem Deutschen Gesetz über die elektromagnetische 
Verträglichkeit von Betriebsmitteln, EMVG vom 20. Juli 2007 (früher Gesetz über die 
elektromagnetische Verträglichkeit von Geräten), bzw. der EMV EG Richtlinie 2004/108/EC 
(früher 89/336/EWG), für Geräte der Klasse B. 

Dieses Gerät ist berechtigt, in Übereinstimmung mit dem Deutschen EMVG das EG-
Konformitätszeichen - CE - zu führen. Verantwortlich für die Konformitätserklärung nach 
Paragraf 5 des EMVG ist die Lenovo (Deutschland) GmbH, Gropiusplatz 10, D-70563 Stuttgart. 

Informationen in Hinsicht EMVG Paragraf 4 Abs. (1) 4: 
Das Gerät erfüllt die Schutzanforderungen nach EN 55024 und EN 55022 Klasse B.
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欧州連合のクラス B 準拠宣言

欧州連合 - 電磁場適合性指令への準拠

この製品は、 電磁場適合性に関する加盟各国の法律のすり あわせについての、 EU 理事会指令

2004/108/EC の保護要件に従っています。 Lenovo は、 他メーカー製のオプシ ョ ンカー ド の装

着を含め、 製品に対して推奨されない改造を行った結果、 保護要件を満たさな く なった場合に
ついての責任を負いません。

この製品はテス ト済みであ り 、 欧州規格 EN 55022 に従ったク ラス B 情報技術装置の制限に準
拠している こ とが確認済みです。 ク ラス B 装置の制限は、 一般的な住宅地環境において、 ラ イ

センスを受けた通信デバイスとの干渉から適切に保護するために設けられています。

ラジオやテレビの通信およびその他の電気 ・ 電子機器への干渉の可能性を減らすため、 適切に
シールド し接地したケーブルと コネクタを使用する必要があ り ます。 適切なケーブルと コネク

タは、 Lenovo の指定販売店でお買い求めいただけます。 Lenovo は、 推奨品以外のケーブルや
コネクタを使用したこ とによる干渉について責任を負いません。

Lenovo 製品サービス情報

日本の VCCI クラス B 宣言
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日本の高調波電流規格の準拠宣言

電源に接続し、 1 相あた り の定格が 20A 以下のすべての製品で、 IEC 61000-3-2 高調波規格への

準拠の表示が必要です。

韓国のクラス B

WEEE と リサイクル宣言 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

全般的なリサイクル宣言

Lenovo は、 情報技術 (IT) 機器の所有者に、 機器が不要になったときに責任をも って リサイ ク

ルする こ とをお勧めしています。 Lenovo は、 機器の所有が IT 製品を リサイクルするのを支援
するさまざまなプログラムおよびサービスを提供しています。 製品リサイクルのオフ ァ リ ング

に関する情報、 下記の URL にある Lenovo のインターネッ ト ・ サイ ト で検索できます。
http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/

ヨーロ ッパ連合 (EU) の WEEE 宣言 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

WEEE マークは EU 諸国と ノルウェーにのみ適用されます。 この機器には、 EU 諸国に対する
廃電気電子機器指令 2002/96/EC (WEEE) のラベルが貼られています。 この指令は、 EU 諸国

に適用する使用済み機器の回収と リサイクルの骨子を定めています。 このラベルは、 使用済み
になった時に指令に従って適正な処理をする必要がある こ と を知らせるために種々の製品に貼

られています。

WEEE 指令の付則 (Annex) IV 規則によ り マーク された電気 / 電子機器 (EEE) の使用者は、 使
用済みの電気 ・ 電子機器を地方自治体の無分別ゴミ と して廃棄する こ とは許されず、 機器に含

まれる有害物質が環境や人体へ与える悪影響を最小限に抑えるためにお客様が利用可能な廃電
気 ・ 電子機器の返却、 リサイクル、 あるいは再生のための回収方法を利用しなければな り ませ

ん。 WEEE の詳細については、 下記の URL にアクセスして ください。

http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/ で検索できます。
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日本のリサイクルに関して - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

本機器またはモニターの回収リサイクルについて

企業のお客様が、 本機が使用済みとな り廃棄される場合は、 廃棄物処理法の規定にしたがって
廃棄して ください。 本機は産業廃棄物と して、 地域管轄する県知事あるいは、 政令市長の許可

を持った産業廃棄物処理業者に適正処理を委託する必要があ り ます。 また、 弊社では資源有効

利用促進法に基づき使用済みパソコンの回収および再利用 ・ 再資源化を行う 「PC 回収リサイ
クル ・ サービス」 を提供しています。 詳細は、 以下の URL にあ Lenovo Web サイ ト をご参照

ください。
www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle

http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle

また、 資源有効利用促進法によ り 、 家庭で使用済みとなったパソ コンのメーカー等による回収

再資源化が 2003 年 10 月 1 日よ り スター ト しました。 このサービスは、 2003 年 10 月 1 日以降

に販売された、 家庭で使用済みとなったパソ コンに対しては無料で提供されます。 詳細は、 以
下の URL にあ Lenovo Web サイ ト をご参照ください。
www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal

http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal

Lenovo 製パソコンの内部部品の廃棄について

日本で販売されている Lenovo 製のパソ コンには、 重金属などの環境に影響を与える物質が含

まれている場合があ り ます。 プリ ン ト基板やド ラ イブなどの使用済み内部部品を適切に廃棄す
るために、 上記の方法に従って使用済みパソコンの回収と リサイクルを行って ください。

Lenovo 製ノー トパソコンのバッテリパックの廃棄について

Lenovo 製ノー トパソ コンには、 リチウムイオンバッテ リパッ クまたはニッケル水素バッテリ

パッ クが搭載されています。 企業のお客様が、 Lenovo 製ノー トパソコンが使用済みとな り
バッテ リパッ クを廃棄される場合には、 レ ノボ ・ ジャパンの営業、 サービス、 マーケティ ング

担当者にご連いただき、 指示に従って ください。 また、 以下の URL でも廃棄手順をご覧にな
れます。

www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery

http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery

Lenovo 製ノー トパソ コンを家庭でご使用になってお り 、 バッテ リパッ クを廃棄する必要があ

る場合には、 地方自治体の条例 ・ 規則に従って くださ。 また、 以下の URL でも廃棄手順をご
覧になれます。
www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery
http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery
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米国のユーザー向けの注意事項  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

カ リ フ ォルニア州での過塩素酸塩の取り扱いについて :

コイン型 CR( 二酸化マンガン ) リチウム電池を使用する製品には、 過塩素酸塩が含まれる こ と
があ り ます。

過塩素酸塩には、 特別な処理が適用される場合があ り ます。

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate を参照して ください。

ハー ドディスク上のデータ消去に関するご注意 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

最近、 パソコンはオフ ィ スや家庭などで、 いろいろな用途に使われるよ う になってきていま

す。 これら のパソコンの中のハー ドディ スク とい う記憶装置に、 お客様の重要なデータが記録

されています。 従ってそのパソコンを譲渡あるいは廃棄する ときには、 これら の重要なデータ
内容を消去る とい う こ とが必要とな り ます。

ハー ドディ スク上のソフ ト ウェア （オペレーティ ングシステム、 アプ リ ケーシ ョ ンソフ ト ウェ
アなど） を削除する こ とな く パソ コンを譲渡する と、 ソ フ ト ウェアライセンス使用許諾契約に

抵触する場合があ り ます。 使用許諾契約の条件を確認いただ く こ と をお勧めします。

ただし、 このハー ドディ スク内に書き込まれたデータを消去する とい うのは、 それほど簡単で
はあ り ません。

「データを消去する」 とい う場合、 一般に

• データを 「ごみ箱」 に移動し、 「ごみ箱を空にする」 コマン ド を使う

• 「削除」 コマン ド を使う

• ソ フ ト ウェアで初期化 ( フ ォーマッ ト ) する

• プリ インス ト ールされている リ カバリープログラムを使い、 工場出荷状態に戻す

などの作業をする と思われますが、 これらのこ と をしても、 ハー ドディ スク内に記録された

データのフ ァ イル管理情報が変更されるだけで、 実際データが消された状態にはな り ません。
つま り 、 一見消去されたよ う に見えますが、 Windows などのオペレーティ ングシステムのも

とで、 それらデータを呼び出す処理ができな く なっただけです。 そして、 本来のデータは残っ
ている とい う状態にあるのです。 したがって、 特殊なデータ回復のためのソフ ト ウェアを利用

すれば、 これらのデータを読みと る こ とが可能な場合があ り ます。 このため、 悪意のある人に

よ り 、 このパソコンのハー ドディ スク内の重要なデータが読みと られ、 予期しない用途に利用
されるおそれがあ り ます。

パソ コンの廃棄 ・ 譲渡等を行う際に、 ハー ドディ スク上の重要なデータが流出する とい う ト ラ
ブルを回避するためには、 ハー ドディ スクに記録された全データを、 お客様の責任において消

去する こ とが非常に重要とな り ます。 消去するためには、 ハー ドディ スク上のデータを金槌や

強磁気によ り物理的 ・ 磁気的に破壊して読めな く します。 または、 専用ソフ ト ウェアあるいは
サービス （共に有償） をご利用になられる こ と を推奨します。
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Lenovo regulatory notice  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Read first — regulatory information

Please read this document before you use the Lenovo computer. Lenovo computer complies 
with the radio frequency and safety standards of any country or region in which it has been 
approved for wireless use. You must install and use your computer in strict accordance with 
the instructions as described hereafter. 

You are prohibited to replace or remove the preinstalled Wireless LAN Mini PCI Express 
Card and the Bluetooth module in your computer, it is not a Customer Replaceable Unit 
(CRU). If one of your cards requires replacement or repair, Lenovo will request you to send 
your computer with the preinstalled card(s) to Lenovo so that Lenovo will repair it.

Veuillez lire ce document avant d’utiliser l’ordinateur Lenovo. L’ordinateur Lenovo est 
conforme aux normes de sécurité et de radiofréquence du pays ou de la région où son 
utilisation sans fil est agréée. Vous devez installer et utiliser votre ordinateur en respectant 
scrupuleusement les instructions décrites ci-après.

Vous êtes interdit de remplacer la carte de réseau local sans fil Express mini-PCI et le 
module Bluetooth qui sont préinstalles dans votre ordinateur, ce ne sont pas des Unités 
remplaçables par l’utilisateur(CRU). Si l’une de votre carte a besoin d’être remplacée ou 
reparée, Lenovo va vous demander de lui envoyer votre ordinateur avec des cartes 
préinstallees, pour qu’il puisse le réparer.

USA — Federal Communications Commission (FCC) 

I. Factory preinstalled Wireless LAN/WiMAX module 

• FCC ID: QDS-BRCM1050 (Model: BCM94313HMG2L)
• FCC ID: PPD-AR5B95 (Model: AR5B95)
• FCC ID: PD9622ANXHU (Model: 622ANXHMW)
• FCC ID: PD9112BNHU (Model: 112BNHMW)
• FCC ID: QDS-BRCM1045 (Model: BCM943225HM)
• FCC ID: PPD-AR5B93 (Model: AR5B93)
• FCC ID: PD9622ANHU (Model: 622ANHMW)

Wireless LAN Mini PCI Express Cards marketed in the USA and Canada do not support nor 
function in the extended channels (12ch, 13ch). 

i) The FCC RF Exposure compliance:
The radiated output power of the Wireless LAN/WiMAX Mini PCI Express Card authorized 
to use for the your Lenovo computer is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, it shall be used in such a manner that the potential for human contact during 
normal operation is minimized as follows:
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Caution: To comply with FCC RF exposure compliance requirements, a separation distance 
of at least 20 cm (8 inches) must be maintained between the antennas for the integrated 
Wireless LAN/WiMAX Mini PCI Express Cards built into the screen section and all 
persons. You are not allowed to disable “sleep (standby) mode” for the power 
management function, if you cannot maintain the sufficient antenna separation (at least 
20 cm) in any case the LCD is left opened or closed.

ii) FCC ID of wireless module:
On the bottom side of your Lenovo computer, you will find an indicator label of the format 
“Contains Transmitter Module: FCC ID XXXX”, where XXXX represents the FCC ID that 
corresponds to your preinstalled Wireless LAN/WiMax module.

iii) Radio Frequency interference requirements: 
• The devices have been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 

device pursuant to FCC Part 15 Subpart B. Refer to “Electronic emission notices” on 
page 72. The models R5B95, AR5B93, BCM94313HMG2L, BCM943225HM, 112BNHMW, 
622ANHMW, 622ANXHMW underwent the certification process with each respective 
FCC ID number listed in “I. Factory preinstalled Wireless LAN/WiMAX module” on 
page 67. 

• Each device is restricted to indoor use due to its operation in the 5.15 to 5.25 GHz frequency 
range. FCC requires these products to be used indoors for the frequency range 5.15 to 
5.25 GHz to reduce the potential for harmful interference to co-channel Mobile Satellite 
systems.

• High power radar are allocated as primary users of the 5.25 to 5.35 GHz and 5.65 to 
5.85 GHz bands. These radar stations can cause interference with and/or damage this 
device.

II. Preinstalled integrated Bluetooth module

• FCC ID: QDS-BRCM1043 (Model: BCM92070MD_REF)

i) FCC ID and installation of the module:
If you find an indication “Contains Transmitter Module: FCC ID: QDS-BRCM1043 on the 
label at the bottom side of your computer, your computer contains the Bluetooth transmitter 
module (Model: BCM92070MD_REF). The Bluetooth module is preinstalled by Lenovo, and 
is not removable by users.

Note: The transmission diversity function is implemented for this product. For WLAN card (Model: 
112BNHMW, AR5B95, AR5B93, BCM94313HMG2L, BCM943225HM) using Main and Auxiliary 
antennas for transmission in the IEEE 802.11 b/g transmission mode, radio frequency energy is 
not emitted simultaneously from both Main and Auxiliary antennas. One of the antennas is 
selected automatically or manually (by users) to have good quality of radiocommunication 
(transmission diversity function). For WLAN cards (112BNHMW, AR5B95, AR5B93, 
BCM94313HMG2L, BCM943225HM, 622ANHMW, 622ANXHMW) in the IEEE 802.11 a/b/g, or 
MIMO ( Multiple In Multiple Out ) transmission mode, the radio frequency energy is emitted 
from Main antenna.
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ii) The FCC RF safety requirement:
The radiated output power of the Bluetooth module is far below the FCC radio frequency 
exposure limits. Therefore, a 20 cm of separation between the Bluetooth antenna and human 
body is not required.

iii) Radio Frequency interference requirements:
The device has been tested and found to comply with the limits for both a Class B digital 
device regarding FCC Part 15 Subpart B and an intentional radiator regarding FCC Part 15 
Subpart C; then it underwent the certification processes for both rules. Thus the FCC ID 
QDS-BRCM1033 of this device includes both certifications of Part 15 Subpart B and C.

III. Simultaneous use of RF transmitters 
Your Lenovo computer is approved for simultaneous use of the transmitters listed below:
• Wireless LAN adapter (FCC ID: HFS-BCM94313HMG2L, HFS-AR5B95, PD9622ANHU, 

PD9112BNHU, QDS-BRCM1045, PD9622ANXHU, or PPD-AR5B93).
• Bluetooth module FCC ID: QDS-BRCM1043 (Model: BCM92070MD_REF)

Please make sure of the following conditions on use of these wireless features: 
1. When you use any other RF option device, all other wireless features including the above 

integrated devices in your Lenovo computer are required to be turned off.
2. Users must follow the RF Safety instructions on wireless option devices that are included 

in the RF option device’s user’s manual.

Canada — Industry Canada (IC) 

IC Certification number

I) Factory preinstalled Wireless LAN modules: 

• IC: 4324A-BRCM1050 (Model: BCM94313HMG2L) 
• IC: 4104A-AR5B95 (Model: AR5B95)
• IC: 1000M-622ANHU (Model: 622ANHMW)
• IC: 1000M-112BNHU (Model: 112BNHMW)  
• IC: 4104A-AR5B93 (Model: AR5B93) 
• IC: 4324A-BRCM1045 (Model: BCM943225HM)

Wireless LAN Mini PCI Express Cards marketed in the USA and Canada do not support nor 
function in the extended channels (12ch, 13ch). 

There is no certification number of Industry Canada for Mini PCI Express Card shown on the 
enclosure of your Lenovo computer. Instead you will find an indicator label pointing to the 
location of the IC Certification number on the bottom side of your Lenovo computer. This label 
will be of the format “Contains Transmitter Module: Canada IC: XXXX”, where XXXX 
represents the IC ID that corresponds to your preinstalled WLAN module. 

II) Preinstalled integrated Bluetooth module:

• IC: 4324A-BRCM1043 (Model: BCM92070MD_REF)

If you find an indication “Contains Transmitter Module: Canada IC: 4324A-BRCM1043” on the 
label at the bottom side of your computer, your computer integrates the Bluetooth transmitter 
module. The Bluetooth module is preinstalled by Lenovo, and is not removable by users.
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III) Low power license-exempt radiocommunication devices (RSS-210): 
Operation is subject to the following two conditions: 
1. This device may not cause interference, and
2. this device must accept any interference, including interference that may cause undesired 

operation of the device.

The transmitter devices have been designed to operate with the antennas integrated in 
Lenovo computer, and having a maximum gain of within 3 dBi.

The maximum antenna gain permitted for devices in the 5250-5350 MHz, 5470-5725 MHz, and 
5725-5825 MHz bands complies with the e.i.r.p. limit in section A9.2 of RSS-210.

When you use the models 622ANHMW:
• The devices for the band 5150–5250 MHz are only for indoor usage to reduce potential for 

harmful interference to co-channel Mobile Satellite systems. 
• High power radars are allocated as primary users (meaning they have priority) of 5250–

5350 MHz and 5650–5850 MHz and these radars could cause interference and/or damage 
to LELAN (Licence-Exempt Local Area Network) devices.

IV) Exposure of humans to RF fields (RSS-102):
Lenovo computers employ low gain integral antennas that do not emit RF field in excess of 
Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, obtainable from 
Health Canada’s Web site at www.hc-sc.gc.ca/rpb

The radiated energy from the antennas connected to the wireless adapters conforms to the 
IC limit of the RF exposure requirement regarding IC RSS-102, Issue 2 clause 4.2.

Numéro d’homologation IC

I) Modules de réseaux local sans fil pré-installé à l’usine:

• IC: 1000M-112BNHU (Model: 112BNHMW)  
• IC: 4104A-AR5B93 (Model: AR5B93) 
• IC: 4324A-BRCM1045 (Model: BCM943225HM)
• IC: 4104A-AR5B95 (Model: AR5B95)   
• IC: 4324A-BRCM1050 (Model: BCM94313HMG2L)   
• IC: 1000M-622ANHU (Model: 622ANHMW)

Les cartes de réseau local sans fil Express mini-PCI commercialisées aux Etats-Unis et au 
Canada ne prennent pas en charge les canaux étendus (12ch, 13ch) et ne fonctionnent donc 
pas sur de tels canaux. 

Le boîtier de votre ordinateur Lenovo ne comporte pas de numéro d’homologation IC (Industry 
Canada) pour la carte mini-PCI Express ; mais sous votre Lenovo, vous trouverez une étiquette 
indicatrice pointant vers l’emplacement du numéro d’homologation IC. L’étiquette se présente 
sous la forme “Contains Transmitter Module: Canada IC: XXXX” où XXXX représente l’ID IC qui 
correspond au module WLAN préinstallé.
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II) Module Bluetooth intégré préinstallé: 

• IC: 4324A-BRCM1043 (Modèle: BCM92070MD_REF)

Si la mention “Contains Transmitter Module: Canada IC: 4324A-BRCM1043” figure sur 
l’étiquette située au bas de votre ordinateur, cela signifie que ce dernier intègre le module de 
transmission Bluetooth. Le module Bluetooth est préinstallé par Lenovo et ne peut pas être 
retiré par les utilisateurs.

III) Remarque relative aux appareils de communication radio de faible puissance sans 
licence (CNR-210):
Le fonctionnement de ce type d’appareil est soumis aux deux conditions suivantes:
1. Cet appareil ne doit pas perturber les communications radio, et
2. Cet appareil doit supporter toute perturbation, y compris les perturbations qui 

pourraient provoquer son dysfonctionnement.

Les périphériques d’émission sont conçus pour fonctionner avec des antennes intégrées aux Lenovo 
et ayant un gain maximal de moins de 3 dBi. 
Le gain d’antenne maximal pour les périphériques dans les bandes de fréquence 5250-5350 MHz, 
5470-5725 MHz, et 5725-5825 MHz est conforme à la limite p.i.r.e énoncée dans la section A9.2 de la 
CNR-210. 

Lorsque vous utilisez le modèles 622ANHMW: 
• Tout appareil destiné à la bande 5150-5250 MHz devra être exclusivement utilisé en 

intérieur afin de réduire les risques de perturbations électromagnétiques gênantes sur les 
systèmes de satellite mobile dans un même canal.

• Les radars à forte puissance sont désignés comme les utilisateurs principaux (c’est-à-dire 
qu’ils sont prioritaires) des bandes 5250-5350 MHz et 5650-5850 MHz. Ils peuvent 
provoquer des perturbations électromagnétiques sur les appareils de type LELAN (réseau 
de communication local sans licence) ou les endommager.

IV) Exposition des êtres humains aux champs radioélectriques (RF) (CNR-102):
L’ordinateur Lenovo utilise des antennes intégrales à faible gain qui n’émettent pas un 
champ électromagnétique supérieur aux normes imposées par le Ministére de la santé 
canadien pour la population. Consultez le Safety Code 6 sur le site Web du Ministére de la 
santé canadien à l’adresse “www.hc-sc.gc.ca/rpb”.

L’énergie émise par les antennes reliées aux adaptateurs sans fil respecte la limite d’exposition 
aux radiofréquences telle que définie par Industrie Canada dans la clause 4.2 du document 
CNR-102. 
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Electronic emission notices

Federal Communications Commission (FCC) Statement

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide 
reasonable protection against harmful interference in a residential installation. This 
equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and 
used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or 
television reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the user 
is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following measures: 
• Reorient or relocate the receiving antenna. 
• Increase the separation between the equipment and receiver.
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver 

is connected.
• Consult an authorized dealer or service representative for help.

Lenovo is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
changes or modifications to this equipment. Unauthorized changes or modifications could 
void the user’s authority to operate the equipment.

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept 
any interference received, including interference that may cause undesired operation. 

Responsible Party: 
Lenovo (United States) Incorporated 
1009 Think Place - Building One 
Morrisville, NC 27560 
Telephone: 1-919-294-5900 

FOR HOME OR OFFICE USE

Industry Canada Class B Emission Compliance Statement
This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

Avis de conformité à la réglementation d’Industrie Canada
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

Note: The compliance of the FCC Part 15 Subpart B for Models: BCM94313HMG2L, AR5B95, 
622ANHMW, 622ANXHMW, 112BNHMW, BCM943225HM and AR5B93 was proceeded by 
certification, thus the FCC ID: QDS-BRCM1050, PPD-AR5B95, PD9622ANHU, PD9622ANXHU, 
PD9112BNHU, QDS-BRCM1045, PPD-AR5B93 respectively include both compliances of Part 15 
Subpart B and C.

Tested To Comply 
With FCC Standards
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Europe — EU Declaration of Conformity

Products intended for sale within the European Union are marked with the Conformité 
Européenne (CE) Marking, which indicates compliance with the applicable Directives and 
European Norms, and amendments, identified below. 

For model: 112BNHMW

For model: BCM94313HMG2L

For model: BCM92070MD_REF

For model: AR5B95

For model: 622ANHMW

For model: AR5B93

For model: BCM943225HM
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G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560

G460&G560
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For model: BCM92070MD_REF
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For model: 112BNHMW
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For model: BCM94313HMG2L
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For model: AR5B95
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For model: 622ANHMW
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For model: AR5B93
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For model: BCM943225HM
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Notice for users in French

Consignes destinées aux utilisateurs d’une carte mini-PCI Express pour réseau
local sans fil

Restriction de bande de fréquence de l’Union Européenne
• Ce périphérique est destiné à être utilisé à l’intérieur, dans la bande de fréquence de 

2400 à 2483 MHz.
• Ce périphérique doit être utilisé exclusivement à l’intérieur, dans la bande de fréquence 

de 5,15 à 5,35 GHz (canaux 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in German

Hinweis für Benutzer einer Wireless LAN Mini-PCI-ExpressCard

EU-Frequenzbandeinschränkung
• Dieses Gerät ist für die Verwendung im Innenbereich im Frequenzband zwischen 

2400 und 2483 MHz konzipiert.
• Die Verwendung dieses Gerätes ist im Frequenzband zwischen 5,15 und 5,35 GHz 

(Kanäle 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64) auf die Verwendung im Innenbereich beschränkt.

Notice for users in Polish

Uwaga dla użytkowników karty Wireless LAN Mini PCI Express

Ograniczenia dotyczące pasm częstotliwości w UE
• Urządzenie jest przeznaczone do używania wewnątrz budynków, w pasmach częstotliwości 

2400 do 2483 MHz.
• Urządzenie jest przeznaczone do używania wewnątrz budynków, w pasmach częstotliwości 

5,15 do 5,35 GHz (kanały 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60 i 64).

Notice for users in Portuguese

Aviso para usuários de placas Mini PCI Express Card de Rede local sem fios 

Restrição da banda de frequências na UE
• Este dispositivo destina-se a utilização no interior, na banda de frequências 2400 a 

2483 MHz.
• A utilização deste dispositivo está limitada a utilização no interior, na banda entre os 

5.15 e os 5.35 GHz (canais 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).
83



付録 F ： Lenovo 規制公報
Notice for users in Spanish

Aviso para los usuarios de una Tarjeta Mini PCI de LAN inalámbrica 

Restricción de banda de frecuencia de la UE
• Este dispositivo está diseñado para ser utilizado en interiores en la banda de frecuencia 

de 2400 a 2483 MHz.
• La utilización de este dispositivo está limitada a interiores en la banda de 5,15 a 5,35 GHz 

(canales 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users of a Wireless LAN Mini PCI Express Card, preinstalled by 
Lenovo

EU Frequency band restriction
• This device is intended for indoor use in the frequency band 2400 to 2483 MHz.
• Usage of this device is limited to indoor in the band 5.15 to 5.35 GHz (channels 36, 40, 44, 

48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Czech

Informace pro uživatele bezdrátové expresní karty LAN Mini PCI, 
předinstalované společností Lenovo

Omezení frekvenčního pásma EU
• Toto zařízení je určeno pro použití v budově ve frekvenčním pásmu 2400 až 2483 MHz.
• Používání tohoto zařízení je omezeno na budovy, a to v pásmu 5,15 až 5,35 GHz (kanály 36, 40, 44, 48, 

52, 56, 60, 64).

Notice for users in Danish

Bemærkning til brugere af Mini PCI Express-kort til trådløst LAN, som er 
forudinstalleret af Lenovo.

Europæiske begrænsninger for frekvensbånd
• Denne enhed er beregnet til indendørs brug på frekvensbåndet 2400 til 2483 Mhz.
• Anvendelse af denne enhed er begrænset til indendørsbrug på båndet 5,15 til 5,35 GHz 

(kanal 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Finnish

Ilmoitus Lenovon esiasentaman langattoman LAN Mini PCI Express -kortin 
käyttäjille

EU:n taajuuskaistarajoitus
• Tämä laite on tarkoitettu sisäkäyttöön taajuusalueella 2400 - 2483 MHz.
• Tämän laitteen käyttö on rajoitettu sisätiloihin taajuusalueelle 5,15 - 5,35 GHz (kanavat 

36, 40, 44, 48, 52, 56, 60 ja 64).
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Notice for users in Greek

Σημείωση για χρήστες Mini PCI Express Card ασύρματου LAN, 
προεγκατεστημένης από τη Lenovo

Περιορισμός ζώνης συχνοτήτων ΕΕ
• Η παρούσα συσκευή προορίζεται για εσωτερική χρήση στη ζώνη συχνοτήτων 2400 έως 

2483 MHz.
• Η χρήση αυτής της συσκευής περιορίζεται σε εσωτερικούς χώρους στη ζώνη 5,15 έως 5,35 GHz 

(κανάλια 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Hungarian

Figyelmeztetés a Lenovo által gyárilag telepített, vezeték nélküli LAN Mini PCI 
Express kártya felhasználói számára

Frekvenciatartományra vonatkozó európai uniós korlátozás
• Ez az eszköz beltéri használatra lett tervezve 2400-2483 MHz-es frekvenciatartományhoz.
• Az eszközt az 5,15-5,35 GHz-es tartományban csak beltéren szabad használni (csatornák: 36, 40, 

44, 48, 52, 56, 60 és 64).

Notice for users in Dutch

Opmerking voor gebruikers van een draadloos LAN Mini PCI Express-kaart, 
voorgeïnstalleerd door Lenovo 

EU-frequentiebandbeperking 
• Dit apparaat is bedoeld voor gebruik binnenshuis binnen het frequentiebandbereik van 

2400 tot 2483 MHz.
• Gebruik van het apparaat is beperkt tot gebruik binnenshuis binnen het bandbereik 

5,15 tot 5,35 GHz (kanalen 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Norwegian

Merknad for brukere av kortet Wireless LAN Mini PCI Express, som er 
forhåndsinstallert av Lenovo

Begrensninger for frekvensbånd innen EU
• Denne enheten er beregnet for innendørs bruk i frekvensbåndet 2400 til 2483 MHz.
• Denne enheten må kun brukes innendørs i båndet 5,15 til 5,35 GHz (kanalene 36, 40, 44, 

48, 52, 56, 60, 64).
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Notice for users in Swedish

Meddelande till användare av ett Mini PCI ExpressCard-kort för trådlöst nätverk 
som förinstallerats av Lenovo

Begränsning för EU-frekvensband
• Den här enheten är avsedd för inomhusbruk i frekvensbandet 2400 till 2483 MHz.
• Enheten kan bara användas inomhus i bandet 5,15 till 5,35 GHz (kanaler 36, 40, 44, 48, 52, 

56, 60, 64).

Notice for users in Estonian

Teadaanne Lenovo poolt eelinstallitud Wireless LAN Mini PCI Express Card 
kasutajatele

EL sagedusriba piirang
• See seade on mõeldud kasutamiseks siseruumides, sagedusribas 2400 kuni 2483 MHz.
• Selle seadme kasutus on piiratud siseruumidega sagedusribas 5,15 kuni 5,35 GHz (kanalid 36, 40, 

44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Latvian

Paziņojums Lenovo uzstādītās bezvadu LAN mini PCI Express kartes 
lietotājiem

ES frekvenču joslas ierobežojums
• Šī ierīce ir paredzēta lietošanai telpās 2400 līdz 2483 MHz frekvenču joslā.
• Šīs ierīces lietošana ir ierobežota – to drīkst lietot iekštelpās 5,15 līdz 5,35 GHz joslā (kanāli 36, 40, 44, 

48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Lithuanian

Pranešimas belaidžio LAN tinklo „Mini PCI Express“ kortelės, kuri yra iš anksto 
įdiegta „Lenovo“, naudotojams

ES dažnio diapazono apribojimas
• Šis prietaisas skirtas naudoti viduje esant 2400–2483 MHz dažniui.
• Šio prietaiso naudojimas viduje esant 5,15–5,35 GHz (36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64 kanalai) 

dažnio diapazonui yra ribotas.
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Notice for users in Icelandic

Tilkynning til notenda Mini PCI Express netkorts fyrir þráðlaus staðarnet, 
foruppsett af Lenovo.

Takmarkanir ESB á tíðnisviði
• Þetta tæki er ætlað til nota innandyra á tíðnisviðinu 2400 to 2483 MHz.
• Notkun tækisins er takmörkuð við notkun innandyra á sviðinu 5,15 til 5,35 GHz (rásir 36, 

40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Slovak

Upozornenie pre používateľov bezdrôtovej expresnej karty LAN Mini PCI, 
predinštalovanej spoločnosťou Lenovo

EÚ Obmedzenie frekvenčného pásma
• Toto zariadenie je určené na použitie vo vnútri a vo frekvenčnom pásme od 2400 do 2483 MHz.
• Použitie tohto zariadenia je limitované na použitie vo vnútri, v pásme od 5,15 do 5,35 GHz (kanály 

36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Slovenian

Obvestilo za uporabnike od podjetja Lenovo prednameščene brezžične kartice 
LAN Mini PCI Express.

Omejitev frekvenčnega pasu EU
• Ta naprava je namenjena notranji uporabi v frekvenčnem pasu od 2400 do 2483 MHz.
• Uporaba te naprave je omejena na notranjo uporabo v pasu 5,15 do 5,35 GHz (kanali 36, 40, 44, 48, 

52, 56, 60, 64).

Notice for users in Italian

Avviso per gli utenti di express card mini PCI per reti wireless LAN, preinstallate
da Lenovo

Limitazioni UE sulle bande di frequenza
• Questo dispositivo è stato progettato per l’uso in ambienti interni nelle bande di 

frequenza da 2400 a 2483 MHz.
• L’uso di questo dispositivo negli ambienti interni è limitato nelle bande da 5,15 a 5,35 GHz 

(canali 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).
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Notice for users in Maltese

Avviż għall-utenti ta' Wireless LAN Mini PCI Express Card, installata minn qabel
minn Lenovo

Restrizzjoni fuq il-faxxa tal-frekwenza ta' l-UE
• Dan l-apparat huwa maħsub għal użu fuq ġewwa fil-faxxa ta' frekwenza 2400 sa 2483 MHz.
• L-użu ta' dan l-apparat huwa limitat għal użu fuq ġewwa fil-faxxa 5.15 sa 5.35 GHz (kanali 36, 40, 

44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Romanian

Anunţ pentru utilizatorii adaptoarelor Wireless LAN Mini PCI Express Card, 
preinstalate de Lenovo

Restricţiile UE cu privire la banda de frecvenţe
• Acest dispozitiv este conceput pentru utilizarea în spaţii închise, în banda de frecvenţe cuprinsă 

între 2400 şi 2483 MHz.
• Utilizarea acestui dispozitiv este permisă numai în spaţii închise, în banda de frecvenţe cuprinsă 

între 5,15 şi 5,35 GHz (canalele 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).

Notice for users in Bulgarian

Уведомление за потребителите на предварително инсталираната от 
Lenovo карта Mini PCI Express за безжична мрежа

Честотни ограничения в ЕС
• Това устройство е предназначено за употреба на закрито в честотния обхват от 2400 до 

2483 MHz.
• Използването на това устройство е ограничено до работа на закрито в честотния обхват от 

5,15 до 5,35 GHz (канали 36, 40, 44, 48, 52, 56, 60, 64).
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Notice for users in Pakistan

For model: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BGHMW, AR5B95, AR5B93, 
622AGHMW, BCM943225HM

Pakistan Telecommunication Authority (PTA) approved

Notice for users in Ukraine 

For models: For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW, AR5B95, 
AR5B93, 622ANHMW, BCM943225HM

Notice for users in Morocco

For model: 112BNHMW, 622ANHMW

The operation of this product in the radio channel 2 (2417 MHz) is not
authorized in the following cities: Agadir, Assa-Zag, Cabo Negro, Chaouen, Goulmima, 
Oujda, Tan Tan, Taourirt, Taroudant and Taza.

The operation of this product in the radio channels 4, 5, 6 et 7 (2425 - 2442 MHz) is not 
authorized in the following cities: Aéroport Mohamed V, Agadir, Aguelmous, Anza, 
Benslimane, Béni Hafida, Cabo Negro, Casablanca, Fès, Lakbab, Marrakech, Merchich, 
Mohammédia, Rabat, Salé, Tanger, Tan Tan, Taounate, Tit Mellil, Zag.

Due to the channel restrictions above, the operation of this product using the fat channel 
mode (40MHz of channel bandwidth) is not allowed at the 2.4GHz frequency band.

0  3  0 0  2  5
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Notice for users in Croatia

For model: BCM92070MD_REF
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For model: BCM943225HM
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For model: BCM94313HMG2L
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For model: 622ANHMW
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For model: 112BNHMW
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For model: AR5B93
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For model: AR5B95
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Notice for users in Brazil

ARHB95 

BCM92070MD_REF

112BNHMW 

 ARHB93 

BCM94313HMG2L 

622ANHMW 

BCM943225HM 

For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW, AR5B95, AR5B93, 
622ANHMW, BCM943225HM

0190-09-3987

(01)07898915959864

0223-09-3987

(01)07898915959871

0795-09-1869

(01)07898349893246

2123-09-2198

(01)07898355950094

2429-09-1869

(01)07898349893741
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Notice for users in Saudi Arabia

For model: BCM92070MD_REF
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For model: BCM94313HMG2L
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For model: 112BNHMW
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For model: AR5B95
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For model: AR5B93
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For model: BCM943225HM
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Notice for users in UAE 

For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW, AR5B95, AR5B93, 
622ANHMW, BCM943225HM
Telecommunications Regulatory Authority (TRA) approved.
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Notice for users in India

For model: BCM92070MD_REF
ETA-049/2009-R
For model: BCM94313HMG2L
ETA-287/2009/WRLO
For model: 112BNHMW
ETA-46/2009
For model: AR5B95
ETA-46/2009-R
For model: BCM943225HM
ETA-0053/2009/WRLO
For model: AR5B93
ETA-059/2009-R

Notice for users in Indonesia

For model: 112BNHMW

For model: AR5B95

For model: BCM92070MD_REF

For model: AR5B93

For model: BCM943225HM
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For model: Intel 622ANHMW

Users in Indonesia must never configure any channels in the 5 GHz band, it is strictly for-
bidden. Due to this restriction, users must only select any channels on 2.4 GHz 11 Mbps 
(802.11b) or 2.4 GHz 54 Mbps (802.11g) wireless mode when configuring their Profile Man-
agement with Lenovo Access Connections program (in any Infrastructure or Adhoc Mode). 

Notice for users in Malaysia

For model: 112BNHMW
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/1328
For model: BCM92070MD_REF
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/0556
For model: 622ANHMW
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/1884
For model: AR5B95
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/2293
For model: AR5B93
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/2289
For model: BCM94313HMG2L
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/2065
For model: BCM943225HM
Complies with SIRIM
Registration number: SQASI/NA/09/0954
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Notice for users in the Philippines

For model: BCM92070MD_REF

For model: BCM94313HMG2L

For model: 112BNHMW

For model: AR5B95
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For model: 622ANHMW

For model: AR5B93

For model: BCM943225HM

Notice for users in Singapore

For model: BCM92070MD_REF

For model: BCM94313HMG2L

For model: 112BNHMW

For model: AR5B95
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For model: 622ANHMW

For model: AR5B93

For model: DA102889

OPERATING CONDITIONS UNDER WHICH THE 
RADIOCOMMUNICATION EQUIPMENT ARE EXEMPTED FROM LICENSING 

To maximize frequency sharing while minimizing radio interference, the following operat-
ing conditions are imposed to confine the propagation of radio signals within a building or 
at a localised site: 
a) The radiocommunication equipment shall be used for in-building or localised on-site 
operations;
b) The radiocommunication equipment shall operate at frequencies or frequency bands 
designated by IDA on non-exclusive basis;
c) The radiocommunication equipment shall not operate beyond the maximum permissible 
output power designated by IDA to confine the propagation of radio signals to a small 
localised area;
d) For an on-site localised operation with little obstruction by the nearby buildings or 
terrain, height of any external antenna, if 
installation approved by IDA, shall not be more than 10 metres above ground level to limit 
the radio wave propagation; and
e) No repeater station shall be used to extend the radio coverage.

Notice for users in Thailand

For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW, AR5B95, AR5B93, 
622ANHMW, BCM943225HM

This wireless communication equipment has the electromagnetic field strength in compli-
ance with the Safety Standard for the Use of Wireless Communication Devices on Human 
Health announced by the National Telecommunications Commission.

DB02941
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Notice for users in Taiwan

For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW, AR5B95, AR5B93, 
622ANHMW, 622ANXHMW, BCM943225HM
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For models: BCM92070MD_REF, BCM94313HMG2L, 112BNHMW , AR5B95, 
AR5B93, 622ANHMW, BCM943225HM
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Notice for users in South Africa

For model: 622ANHMW

For model: 112BNHMW

For model: BCM94313HMG2L

For model: BCM943225HM

For model: BCM92070MD_REF

For model: AR5B93

For model: AR5B95

TA - 2 0 0 9 / 1 1 0 0

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 9 / 5 5 0

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 9 / 1 1 4 9

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 9 / 0 1 5

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 8 / 1 3 0 5

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 8 / 1 3 5 4

A P P RO  V E D

TA - 2 0 0 8 / 1 2 6 9

A P P RO  V E D
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付録 G ： 機能と仕様
モデル名 ： Lenovo G460 マシンタイプ • 20041、 0677
Lenovo G560 • 20042、 0679

メモ : 仕様の情報には、 技術的に不正確な箇所やタイプミ スが含まれている こ とがあ り ます。 Lenovo は、 いつ

でも予告な く仕様を改善または変更する権を有します。

G460 G560

形状

寸法 約 340 mm × 231.8 mm × 17.2 ～
34.4 mm

約 376.8 mm × 249.8 mm × 17.3 ～
34.9 mm

重量 約 2.2 kg (6 セルバッテ リ付き ) 約 2.6 kg (6 セルバッテ リ付き )

システム

CPU インテルプロセッサ インテルプロセッサ

メモ リ DDR3、 2 × SODIMM DDR3、 2 × SODIMM

LCD 14" ワイ ド型 LED HD 15.6" ワイ ド型 LED HD

HDD 2.5 SATA HDD 2.5 SATA HDD

キーボー ド 6 列 Lenovo キーボー ド 6 列 Lenovo キーボー ド

一体型カメラ
( 一部のモデルのみ )

0.3 または 1.3 メガピクセルカメ ラ 0.3 または 1.3 メガピクセルカメ ラ

バッテ リ 48Wh、 6 セルリチウムイオンバッテ

リ

48Wh、 6 セルリチウムイオンバッテ

リ

AC アダプタ 20 V/65 W 20 V/65 W

I/O ポー ト

HDMI 
( 一部のモデルのみ )

HDMI × 1 HDMI × 1

USB USB 2.0 × 2 ポー ト 、 eSATA/USB × 1 
ポー ト 、 または USB 2.0 × 3 ポー ト

USB 2.0 × 2 ポー ト 、 eSATA/USB × 1 
ポー ト 、 または USB 2.0 × 3 ポー ト

通信 10/100 Mb または 10/100/1000 Mb 
（一部のモデルのみ）

10/100 Mb または 10/100/1000 Mb 
（一部のモデルのみ）

オーディオ ヘッ ドホン / マイク入力端子 ヘッ ドホン / マイク入力端子

ビデオ VGA × 1 VGA × 1

ExpressCard スロ ッ ト

( 一部のモデルのみ )
幅 34ｍｍ × 1 幅 34ｍｍ × 1

メディ アスロ ッ ト

( 一部のモデルのみ )
5 in 1 スロ ッ ト × 1 (MMC/ SD/ MS/
MS PRO/xD)

5 in 1 スロ ッ ト × 1 (MMC/ SD/ MS/
MS PRO/xD)

その他

Kensington スロ ッ ト あ り あ り
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付録 G ： 機能と仕様
商標  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
以下は、 Lenovo の日本およびその他の国における商標または登録商標です。

Lenovo 
IdeaPad 
VeriFace 
OneKey

Microsoft および Windows は、 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標
です。

他の会社名、 製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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AC アダプタ
使用 .............................................................11
端子 ...............................................................5

Bluetooth
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Web
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カー ド読み取り ................................................... 18
カスタマー サポー ト  センター .......................... 40
カメ ラ .................................................................... 3

キーボー ド
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記憶メディ ア
扱い ............................................................. 44
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コンピュタの手入れ ........................................... 43

数値キーパッ ド ................................................... 13
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タ ッチパッ ド .......................................................12

注意事項
電子放射 .....................................................61
米国のユーザー向け...................................66

ディ スプレイ
ク リーニング ..............................................48

電源ボタン .............................................................3

ト ラブルシューティ ング ....................................29

ハー ド  ディ スク  ド ラ イブ
問題 .............................................................31

パスワー ド
使用 .............................................................17
問題 .............................................................29

バッテリ
充電 .............................................................11

フ ァ ンクシ ョ ン  キーの組み合わせ ....................14

ヘルプ
Web での ....................................................40
カスタマー サポー ト  センター ..................40
ヘルプとサービス ......................................40

保証情報 ..............................................................53

マイク
ビル ト イン ................................................... 3

無線 LAN
アンテナ ....................................................... 3
使用環境 ..................................................... 60
相互運用性 ................................................. 59

メンテナンス ....................................................... 47

問題
キーボー ド ................................................. 29
休止モー ド ................................................. 30
コンピュータ画面 ...................................... 30
サウン ド ..................................................... 31
スター ト ア ップ .......................................... 31
ス リープ モー ド ......................................... 30
ディ スプレイ .............................................. 29
ハー ド  ディ スク  ド ラ イブ ......................... 31
パスワー ド ................................................. 29
バッテリ ..................................................... 31
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本マニュアルで使用している図は、特に記載ない限り、one-piece タッチパッド付きの Lenovo G560 
です。 
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